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『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究

一
、『
水
滸
傳
』
版
本
系
統
の
再
検
討

『
水
滸
傳
』
に
は
多
く
の
版
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
系
統
を
異
に
す
る
版
本
の

間
に
は
か
な
り
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
二
十
回
分
を
増
補
し
た
百
二
十
回
本
や
、

百
二
十
回
本
か
ら
後
半
四
十
九
回
を
削
除
し
た
金
聖
歎
本
が
そ
の
顕
著
な
事
例
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
う
し
た
物
語
の
内
容
面
の
相
違
以
外
に
、

本
文
の
文
面
に
お
い
て
も
か
な
り
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
建
陽
で

刊
行
さ
れ
た
文
章
を
簡
略
化
し
た
い
わ
ゆ
る
文
簡
本
と
、
容
與
堂
本
を
は
じ
め
と

す
る
文
繁
本
と
の
間
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
や
は
り
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
文
繁

本
相
互
の
間
に
お
い
て
も
、
そ
の
本
文
に
は
か
な
り
の
異
同
が
存
在
す
る
。
文
繁

本
の
う
ち
、
金
聖
歎
本
に
お
い
て
は
、
特
に
後
半
に
お
い
て
金
聖
歎
に
よ
る
極
め

て
意
図
的
な
書
き
換
え
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
や
は
り
周
知
の
通
り
で
あ
り
、

そ
の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
は
、筆
者
が
別
に
詳
し
く
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る＊
１

。

し
か
し
、
書
き
換
え
の
意
図
が
明
確
で
あ
る
こ
と
、
一
部
の
箇
所
に
お
い
て
書
き

換
え
が
徹
底
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
金
聖
歎
本
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
版
本
間
に
お
け
る
本
文
の
変
化
も
決
し
て
軽
視
し
て
い

い
も
の
で
は
な
い
。

『
水
滸
傳
』
本
文
の
異
同
の
レ
ベ
ル
は
、『
三
國
志
演
義
』
の
系
統
を
異
に
す
る

版
本
間
に
認
め
ら
れ
る
ほ
と
ん
ど
校
勘
不
可
能
に
近
い
違
い
に
比
べ
れ
ば
、
は
る

か
に
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
異
同
の
細
か
さ
は
、
そ
れ
が
細
心
の
作
業
の

結
果
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
筆
者
が
別
に
論
じ
た
よ
う
に＊
２

、『
水
滸
傳
』
諸

本
の
間
の
異
同
は
、
原
文
を
高
い
価
値
が
あ
る
も
の
と
見
な
し
た
上
で
、
ミ
ス
を

解
消
し
、
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
丁
寧
に
直
す
と
い
う
形
で
修
正
を
加

え
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
刊
行
さ

れ
る
た
び
に
入
念
な
修
正
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
版
木
を
彫
り
直
す

場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
容
與
堂
本
」
の
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
と

内
閣
文
庫
蔵
本
の
状
況
か
ら
見
て
、
同
じ
版
木
を
用
い
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

再
印
す
る
ご
と
に
綿
密
な
本
文
の
再
検
討
に
基
づ
く
改
修
が
実
施
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る＊
３

。
こ
の
こ
と
は
、
刊
行
・
修
正
に
当
た
っ
た
人
々
の
間
に
正
し
い
白
話
文
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
規
範
意
識
が
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ

と
、更
に
は
白
話
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
物
語（「
小
説
」と
い
う
単
語
は
様
々
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
帯
び
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
こ
の
語
を
使
用
す
る
）
の
表
現
は
ど
の

よ
う
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
文
学
的
摸
索
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究

―
文
学
的
側
面
に
つ
い
て

―
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謙



一
二

京
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学
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術
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告
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文
」
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六
十
九
号

わ
ゆ
る
「
袁
無
涯
本
」）、『
忠
義
水
滸
全
書
』（
郁
郁
堂
本
及
び
そ
の
後
印
本
）

の
一
〜
九
十
回
前
半
、
そ
れ
に
第
百
十
回
後
半
〜
百
二
十
回
（
百
回
本
の

九
十
一
回
〜
百
回
に
対
応
）
な
ど
は
、
板
式
、
正
文
、
批
評
等
を
含
め
、
互

い
に
酷
似
し
て
い
る
。
任
意
の
回
（
百
二
十
回
本
第
百
十
一
回
以
降
に
お
い

て
は
そ
の
対
応
す
る
回
）
の
任
意
の
葉
の
任
意
の
行
に
は
原
則
的
に
全
く
同

じ
文
字
が
あ
り
、
ご
く
僅
か
な
例
外
的
な
相
違
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
一
連
の
百
二
十
回
本
と
、
百
回
の
李
玄
伯
旧
蔵
本
・
遺
香
堂
本
・
芥

子
園
本
は
、
本
文
の
み
な
ら
ず
、
版
式
ま
で
含
め
て
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、「
水
滸
傳
諸
本
考
」
で
示
し
た
諸
本
の
関
係
の
う
ち
、
百
二
十
回

本
に
お
い
て
本
文
が
変
化
し
た
と
し
た
も
の
は
、
実
際
は
李
玄
伯
旧
蔵
本
・
遺
香

堂
本
・
芥
子
園
本
段
階
で
変
化
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
は
、
笠
井
氏
が
詳
論
し
て
お
ら
れ
る
通
り
で
あ
り
、
筆
者
が
附
け
加
え

る
べ
き
点
は
な
い
が
、
校
勘
を
完
全
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
と
り
あ
え
ず
入
手

で
き
た
芥
子
園
本
を
加
え
て
、
改
め
て
第
七
十
一
回
ま
で
の
全
文
の
校
勘
を
行
っ

た
。
得
ら
れ
た
結
果
は
、
笠
井
氏
の
論
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、「
水

滸
傳
諸
本
考
」
の
修
正
も
兼
ね
て
、
同
論
文
の
内
容
を
簡
単
に
振
り
返
る
と
と
も

に
、
笠
井
氏
の
論
を
裏
付
け
る
意
味
し
か
持
た
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
回
の

調
査
で
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
附
け
加
え
て
お
き
た
い
。

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
各
本
の
詳
し
い
書
誌
情
報

に
つ
い
て
は
、
同
論
文
で
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
必
要
最
低
限
に

と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

1
、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
「
容
與
堂
本
」　

請
求
番
号
一
七
三
五
八

つ
ま
り
逆
に
い
え
ば
、『
水
滸
傳
』
本
文
の
変
化
か
ら
我
々
は
ど
の
よ
う
な
改

変
が
加
え
ら
れ
た
か
を
知
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
し
て
、
本
文
異
同
の
レ
ベ

ル
の
小
さ
さ
は
、
各
テ
キ
ス
ト
に
完
全
な
校
勘
を
加
え
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め

る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
白
話
文
と
呼
ば
れ
る
書
記
言
語
が
ど
の
よ
う
に

し
て
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
し
て
白
話
に
よ
る
文
学
的
表
現
が
ど
の
よ
う

に
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
、
筆
者
は
『
水
滸
傳
』
文
繁
本
の
主
要
テ
キ

ス
ト
に
つ
い
て
、
金
聖
歎
本
が
存
在
す
る
第
七
十
一
回
ま
で
に
つ
い
て
完
全
な
校

勘
を
行
い
、
ま
ず
本
文
分
析
を
実
施
す
る
前
提
に
な
る
作
業
と
し
て
、「
水
滸
傳

諸
本
考
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
第
六
十
八
号
〔
二
〇
一
六
年

十
二
月
〕）
に
お
い
て
版
本
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
、
同
論
文
の
校
正
段
階
で
、
そ
の
過
程
で
重
要
な
ミ
ス
を
犯
し
て
い
た

こ
と
に
気
づ
い
た
が
、
す
で
に
刊
行
直
前
だ
っ
た
た
め
、
取
り
急
ぎ
そ
の
事
実
を

ご
く
簡
単
に
補
注
の
形
で
書
き
込
む
に
と
ど
ま
っ
た
。
今
回
再
調
査
の
結
果
を
加

え
て
前
回
の
訂
正
と
し
た
い
。
重
要
な
ミ
ス
と
は
、
遺
香
堂
本
・
芥
子
園
本
の
位

置
づ
け
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
笠
井
直
美
氏
が
「
李
宗
侗
（
玄
伯
）
旧
蔵
『
忠
義
水

滸
傳
』」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
百
三
十
一
冊
〔
一
九
九
六
年
十
一
月
〕）
で

つ
と
に
論
じ
て
お
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者
は
同
論
文
を
引
用
し
な
が
ら
、

こ
の
部
分
に
関
す
る
議
論
を
踏
ま
え
ず
に
論
文
を
執
筆
・
発
表
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
笠
井
氏
に
お
わ
び
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

笠
井
氏
は
、
同
論
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

李
玄
伯
旧
蔵
本
、遺
香
堂
本
、芥
子
園
本
、そ
れ
に
『
忠
義
水
滸
全
傳
』（
い
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傳
』
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第
一
回
を
「
楔
子
」
と
し
、
以
下
一
回
ず
つ
回
数
を
ず
ら
し
て
、
他
本
の
第

七
十
一
回
を
第
七
十
回
と
し
、
そ
の
途
中
で
断
ち
切
っ
て
独
自
の
結
末
を
加

え
る
）。
崇
禎
年
間
刊
か
。
中
華
書
局
一
九
七
五
の
影
印
本
に
よ
る
。
本
文

対
比
に
あ
た
っ
て
は
「
金
」
と
略
称
。

6
、
嘉
靖
本

第
五
十
一
回
の
み
巻
頭
題
が
あ
り
、「
忠
義
水
滸
傳
巻
之
十
一
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
二
十
巻
百
回
だ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
中
国
国

家
図
書
館
蔵
。
第
四
十
七
〜
四
十
九
回
及
び
第
五
十
一
〜
五
十
五
回
の
み
残

存
。
嘉
靖
年
間
の
刊
本
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
仮
に
「
嘉

靖
本
」
と
呼
ぶ
。「
嘉
」
と
略
称
。

更
に
、
次
の
七
種
に
つ
い
て
は
、
適
宜
参
照
し
た
。

（
文
繁
本
）

1
、
内
閣
文
庫
所
蔵
「
容
與
堂
本
」

百
巻
百
回
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
萬
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）

の
日
付
の
あ
る
序
を
伴
う
。
中
国
国
家
図
書
館
本
と
同
版
だ
が
、
多
く
の
修

改
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
天
一
出
版
社
「
明
清
善
本
小
説
叢
刊
」
一
九
八
五

の
影
印
本
に
よ
る
。
本
文
対
比
の
際
に
は
「
内
」
と
略
称
し
、
容
與
堂
本
内

部
の
異
同
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
「
内
閣
本
」
と
呼
ぶ
。

2
、
天
理
図
書
館
所
蔵
「
容
與
堂
本
」

百
巻
百
回
。
天
理
図
書
館
蔵
。
お
そ
ら
く
中
国
国
家
図
書
館
本
の
原
型
と

な
っ
た
版
本
を
覆
刻
し
、
更
に
修
改
を
加
え
た
も
の
。「
容
與
堂
」
の
名
は

ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ
て
お
り
、
他
の
書
坊
が
刊
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

巻
頭
題
は
「
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
」。
百
巻
百
回
。
杭
州
の
容

與
堂
に
よ
り
萬
暦
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
書
に
は
な
い

が
、
後
出
の
内
閣
文
庫
所
蔵
本
に
は
附
さ
れ
て
い
る
序
の
日
付
を
信
頼
す
れ

ば
萬
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
ご
ろ
の
刊
行
と
い
う
こ
と
に
な
る＊
４

。
上
海

人
民
出
版
社
一
九
七
三
の
影
印
本
に
よ
る
。
以
下
単
に
「
容
與
堂
本
」
と
呼

ぶ
場
合
に
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
指
す
。
本
文
対
比
の
際
に
は
「
容
」
と
略
称

し
、
容
與
堂
本
内
部
の
異
同
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
「
北
京
本
」
と
呼
ぶ
。

2
、
無
窮
会
蔵
本

封
面
題
は
「
繪
像
（
横
書
き
）
李
卓
吾
先
生
評
水
滸
傳
」。
百
回
。「
引
首
」

は
な
し
。
東
京
都
町
田
市
の
無
窮
会
織
田
文
庫
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
。
西
南
師

範
大
学
出
版
社
・
人
民
文
学
出
版
社
二
〇
一
三
の
影
印
に
よ
る
。
本
文
対
比

に
当
た
っ
て
は
「
無
」
と
略
称
す
る
。

3
、
芥
子
園
本

巻
頭
題
は
「
忠
義
水
滸
傳
」。
百
回
。
国
会
図
書
館
蔵
。
刊
行
年
は
不
明
。

第
三
回
ま
で
は
缺
。
本
文
対
比
に
当
た
っ
て
は
「
芥
」
と
略
称
す
る
。

4
、
神
山
閏
次
旧
蔵
本

巻
頭
題
は
「
忠
義
水
滸
全
傳
」。
百
二
十
回
。
東
京
大
学
文
学
部
蔵
。
刊

行
年
は
不
明
。
現
存
の
百
二
十
回
本
の
う
ち
古
い
「
全
傳
本
」
に
属
す
る
。

第
五
回
ま
で
は
缺
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
全
傳
本
に
属
す
る
宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
徳
山
毛
利
家
旧
蔵
本
を
使
用
し
、
本
文
対
比
に
当
た
っ

て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
神
」「
徳
」
と
略
称
す
る
。

5
、
金
聖
歎
本

巻
頭
題
は
「
第
五
才
子
書
施
耐
菴
水
滸
傳
」。
七
十
回
（
他
本
の
引
首
と
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5
、『
水
滸
志
傳
評
林
』

巻
頭
題
は
「
京
本
増
補
校
正
全
像
忠
義
水
滸
志
傳
評
林
」。
萬
暦
二
十
二

年
（
一
五
九
四
）
雙
峰
堂
余
文
台
（
余
象
斗
）
刊
。
二
十
五
巻
。
日
光
輪
王

寺
慈
眼
堂
天
海
蔵
所
蔵
。
上
図
下
文
。
中
華
書
局
「
古
本
小
説
叢
刊
」
の
影

印
本
に
よ
る
。「
志
傳
評
林
」
と
略
称
す
る
。

6
、
劉
興
我
本

巻
頭
題
は
「
新
刻
全
像
水
滸
傳
」。
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）
劉
興
我
刊
。

二
十
五
巻
百
十
四
回
。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
双
紅
堂
文
庫
蔵
本
。
上

図
下
文
。
中
華
書
局
「
古
本
小
説
叢
刊
」
の
影
印
本
に
よ
る
。

7
、『
二
刻
英
雄
譜
』

封
面
題
は
「
英
雄
譜
」、
巻
頭
題
は
「
精
鐫
合
刻
三
國
水
滸
全
傳
」。
崇
禎

年
間
刊
。
二
十
巻
百
十
回
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
藏
。
上
下
二
段
か
ら

な
り
、上
段
は
『
水
滸
傳
』、下
段
は
『
三
國
志
演
義
』。
上
海
古
籍
出
版
社
「
古

本
小
説
集
成
」
影
印
本
に
よ
る
。

「
水
滸
傳
諸
本
考
」
の
結
論
は
、
図
①
に
示
す
通
り
で
あ
っ
た
。
太
線
は
本
文

「
天
」
と
略
称
し
、
容
與
堂
本
内
部
の
異
同
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
「
天

理
本
」
と
呼
ぶ
。

3
、
鍾
伯
敬
批
評
四
知
館
本

封
面
題
は
「
鍾
伯
敬
先
生
批
／
評
水
滸
忠
義
傳
」、
界
線
の
右
に
か
す
か

に
「
四
知
館
梓
行
」
と
あ
る
ら
し
い
（
上
の
二
字
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
）。

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
。
巻
頭
題
は
「
鍾
伯
敬

先
生
批
評
水
滸
傳
」。
四
知
館
は
建
陽
楊
氏
の
書
坊
。
百
巻
百
回
。
版
型
は

異
な
る
が
、
天
理
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
本
文
を
持
つ
。
中
華
書
局
「
古
本
小

説
叢
刊
」
所
収
の
影
印
本
に
よ
る
。

4
、
郁
郁
堂
本

巻
頭
題
は
「
忠
義
水
滸
全
書
」。
百
二
十
回
本
の
う
ち
新
し
い
も
の
（「
全

書
本
」
と
総
称
す
る
）。「
郁
郁
堂
」
を
称
す
る
刊
本
は
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

間
で
細
か
い
異
同
が
あ
り
、
ま
た
「
郁
郁
堂
」
の
名
が
見
え
な
い
全
書
本
も

多
数
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
同
版
と
思
わ
れ
る＊
５

。
こ
こ
で
は
京
都
大
学
図
書
館

所
蔵
本
に
よ
る
。

図①



一
五

『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究

る
が
、
全
傳
本
（
神
山
本
）
段
階
で
、
お
そ
ら
く
字
形
の
類
似
か
ら
（
覆
刻
の
も

と
に
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
文
字
が
よ
く
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
で

あ
ろ
う
）「
請
」
に
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
金
聖
歎
本
が
「
請
」
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
依
拠
し
た
も
の
が
百
二
十
回
本
（
郁
郁
堂
本
な
ど
の
全
書
本
も
「
請
」

で
あ
る
た
め
、
ど
の
百
二
十
回
本
で
あ
る
か
は
特
定
で
き
な
い
）
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
芥
子
園
本
は
容
與
堂
本
・
無
窮
会
蔵
本
と
合
致
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
芥
子
園
本
が
無
窮
会
原
本
と
全
傳
本
の
中
間
に
あ
た
る
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
芥
子
園
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と

全
傳
本
が
覆
刻
関
係
に
あ
る
以
上
、
芥
子
園
本
は
全
傳
本
の
原
型
と
い
う
こ
と
に

な
る
は
ず
で
あ
る
。

芥
子
園
本
と
全
傳
本
に
は
異
同
が
非
常
に
少
な
く
、
僅
か
に
存
在
す
る
異
同
の

ほ
と
ん
ど
は
こ
の
事
例
に
準
じ
る
。
し
か
し
、
少
数
な
が
ら
重
大
な
例
外
が
存
在

す
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
次
に
あ
げ
る
の
は
第
三
十
七
回
14
ａ
の
事

例
で
あ
る
。

容　
　
　
　

：
衆
人
都
在
江
邉
安
按
行
枷
取
酒
食
上
船
餞
行

無
・
神
・
金
：
衆
人
都
在
江
邉
安
排
行
枷
取
酒
食
上
船
餞
行

芥　
　
　
　

：
衆
人
都
在
江
邉
安
排
杯
盒
取
酒
食
上
船
餞
行

天
理
・
鍾　

：
衆
人
都
在
江
邉
就
叫
荘
客
取
酒
食
上
船
餞
行

内　
　
　
　

：
衆
人
都
在
江
邉
□
□
□
□
取
酒
食
上
船
餞
行

芥
子
園
本
は
独
自
の
本
文
を
持
ち
、
百
二
十
回
本
は
芥
子
園
本
よ
り
容
與
堂
本

に
近
い
本
文
を
持
つ
。

の
異
同
が
少
な
い
継
承
関
係
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
通
り
、
李
玄
伯
旧
蔵
本
・
遺
香
堂
本
・
芥
子
園
本
の
位
置
づ

け
が
問
題
と
な
る
。

笠
井
氏
が
い
わ
れ
る
通
り
、
こ
の
三
本
（
筆
者
が
調
査
し
た
の
は
芥
子
園
本
で

あ
る
た
め
、
以
下
こ
の
版
本
で
代
表
さ
せ
る
）
と
一
連
の
百
二
十
回
本
は
、
一
見

し
た
と
こ
ろ
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
酷
似
し
た
版
面
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
二
十
回

の
挿
入
部
分
と
、
挿
入
の
た
め
に
改
変
が
必
要
で
あ
っ
た
そ
の
直
前
直
後
の
部
分

を
除
け
ば
、
両
者
は
覆
刻
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
ど
ち
ら
が

ど
ち
ら
を
覆
刻
し
た
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
笠
井
氏
が
詳
論

し
て
お
ら
れ
る
所
で
は
あ
る
が
、
一
応
筆
者
が
調
査
し
た
結
果
を
簡
単
に
報
告
し

て
お
こ
う
。

第
三
十
九
回
6
ａ
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
（
以
下
、
検
索
の
便
の
た
め
、
本

文
比
較
の
末
尾
に
容
與
堂
本
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
葉
数
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

6
ａ
と
は
、
第
六
葉
の
表
側
に
当
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
回
数
は
す
べ
て
容
與

堂
本
に
よ
る
。
従
っ
て
、
金
聖
歎
本
で
は
こ
こ
に
示
す
数
字
よ
り
一
回
分
少
な
い

回
数
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
）。

容
・
無
・
芥
：
時
常　
　
　
　
　

過
江
來
謁
訪
知
府

神
・
金　
　

：
時
常
（
金
は
嘗
）
過
江
來
請
訪
知
府
。

こ
れ
は
、
黄
文
炳
が
蔡
知
府
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
た
め
に
訪
問
す
る
こ

と
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
当
然
「
謁
訪
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ



一
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
九
号

蔵
本
・
遺
香
堂
が
百
二
十
回
本
の
原
本
（
ま
た
は
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
テ
キ
ス
ト
）

で
あ
り
、
芥
子
園
本
は
そ
れ
に
多
少
の
修
正
を
加
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
修
正
を
加
え
た
上
で
、
更
に
百
二
十
回
本
の
全
傳
本
・
全
書
本

も
区
別
し
て
改
め
て
図
示
す
る
と
図
②
の
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
、
李
玄
伯
旧
蔵
本
・
遺
香
堂
本
↓
全
傳
本
↓
金
聖
歎
本
と
い
う
関
係
を

別
に
す
れ
ば
、
現
存
す
る
各
本
で
直
接
関
係
を
持
つ
も
の
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、

全
傳
本
が
基
づ
い
て
い
る
の
が
李
玄
伯
旧
蔵
本
か
、
遺
香
堂
本
か
、
あ
る
い
は
同

系
統
の
他
の
版
本
か
、
金
聖
歎
本
は
全
傳
本
（
現
存
し
な
い
も
の
も
含
む
）
の
う

ち
ど
の
版
本
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
点
も
、
厳
密
に
い
え
ば
明
ら
か
で
は

な
い
。

と
は
い
え
、
嘉
靖
本
は
容
與
堂
本
の
原
型
と
な
っ
た
郭
武
定
本
に
か
な
り
近
い

本
文
を
持
つ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
図
②
で
は
容
與
堂
本
と
無
窮
会
原
本

が
同
レ
ベ
ル
で
並
ん
で
い
る
が
、
実
際
に
は
、
太
線
で
示
し
た
よ
う
に
容
與
堂
本

が
「
原
本
」
に
比
較
的
忠
実
で
あ
る
の
に
対
し
、
無
窮
会
原
本
は
か
な
り
手
を
入

ま
た
第
五
十
七
回
12
ｂ
の
例
。

容
・
芥　
　

：
兩
邉
各
自
收
軍

無
・
神
・
金
：
城
邉
各
自
收
軍

こ
れ
は
明
ら
か
に
無
窮
会
蔵
本
・
百
二
十
回
本
・
金
聖
歎
本
が
誤
り
で
、
容
與

堂
本
・
芥
子
園
本
が
正
し
い
事
例
で
あ
る
。
百
二
十
回
本
が
無
窮
会
蔵
本
と
合
致

す
る
の
は
、
誤
り
を
踏
襲
し
た
た
め
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
芥
子
園
本
に
基
づ
い

て
い
れ
ば
正
し
い
本
文
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
芥
子
園
本
が
無
窮
会
蔵
本
と
合
致

し
な
い
例
は
少
な
い
が
、
こ
れ
が
芥
子
園
本
独
自
の
判
断
に
よ
る
修
正
か
、
あ
る

い
は
依
據
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
は
定
か
で
は
な
い
。

笠
井
氏
は
同
様
の
例
を
多
数
あ
げ
て
、
そ
れ
ら
の
箇
所
に
お
い
て
李
玄
伯
旧
蔵

本
・
遺
香
堂
本
（
両
者
に
は
細
か
い
異
同
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
同
版
）
は
基
本
的

に
百
二
十
回
本
と
合
致
す
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
は
ま
だ
李
玄
伯
旧
蔵
本
・

遺
香
堂
本
を
確
認
す
る
機
会
が
な
い
が
、
笠
井
氏
の
見
解
に
従
え
ば
、
李
玄
伯
旧

図②



一
七

『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究

あ
る
。
中
国
に
お
い
て
古
来
経
書
に
対
し
て
行
わ
れ
て
き
た
作
業
は
そ
の
典
型
で

あ
り
、
た
と
え
ば
杜
甫
の
詩
に
つ
い
て
校
勘
作
業
を
行
う
場
合
に
も
、
目
標
と
す

る
と
こ
ろ
は
杜
甫
が
書
い
た
詩
句
が
正
確
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を

復
元
す
る
こ
と
に
あ
る
。
校
勘
作
業
の
目
標
は
、
作
品
内
容
を
研
究
す
る
前
提
と

な
る
揺
る
ぎ
な
い
本
文
の
確
定
に
あ
る
。

し
か
し
、
白
話
文
学
の
場
合
状
況
は
異
な
る
。
白
話
文
学
作
品
に
は
、
そ
も
そ

も
揺
る
ぎ
な
い
本
文
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
白
話
文
学
に
お
け

る
本
文
異
同
の
大
き
さ
は
、
経
書
・
史
書
・
伝
統
詩
文
と
は
全
く
レ
ベ
ル
を
異
に

す
る
。
一
部
の
元
雜
劇
や
『
三
國
志
演
義
』
に
お
い
て
は
、
異
同
が
あ
ま
り
に
多

す
ぎ
て
、
も
は
や
校
勘
不
可
能
と
い
う
べ
き
状
況
に
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
生
じ
る
の
か
。

こ
れ
は
、
白
話
文
学
作
品
が
絶
え
ず
変
貌
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
由
来

す
る
。
白
話
文
学
作
品
に
は
固
定
し
た
テ
キ
ス
ト
は
存
在
し
な
い
。
作
品
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
間
の
手
に
よ
り
何
度
と
な
く
手
を
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
生
じ
る
原
因
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
一
に
、
実
演
に
密
着
し
た
演
劇
・
藝
能
の
場
合
、
上
演
の
た
び
に
手
を
入
れ

ら
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
固
定
し
た
テ
キ
ス
ト
と
い
う
も
の
自
体
存
在
し
よ
う
が

な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
元
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
に
大
き
な
異
同
が
認
め
ら
れ
る
原

因
の
一
つ
は
こ
の
点
に
あ
る
。

第
二
に
、
現
存
す
る
白
話
文
学
作
品
の
多
く
は
書
坊
に
よ
り
営
利
目
的
で
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
営
利
目
的
で
あ
る
以
上
当
然
な
が
ら
、
よ
り
売
れ
る
方
向

へ
の
書
き
換
え
が
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
書
き
換
え
は
、
叙

述
の
水
準
を
あ
げ
て
よ
り
洗
練
さ
れ
た
も
の
を
目
指
す
場
合
と
、
読
者
受
け
を

れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
無
窮
会
蔵
本
と
李
玄
伯
旧
蔵
本
・
遺
香
堂
本
・
芥

子
園
本
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
無
窮
会
蔵
本
は
「
無
窮
会
原
本
」

か
ら
一
部
の
韻
文
を
削
除
し
た
の
み
で
、
本
文
に
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
李
玄
伯
旧
蔵
本
・
遺
香
堂
本
・
芥
子
園
本
は
本
文
改
変
・

韻
文
の
追
加
や
差
し
替
え
な
ど
、
大
幅
に
手
を
入
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
ま
た
、

一
連
の
百
二
十
回
本
は
、
い
ず
れ
も
一
つ
の
原
本
か
ら
出
た
覆
刻
本
と
い
う
関
係

に
あ
り
、
基
本
的
に
同
じ
本
文
を
持
つ
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
嘉
靖
本
↓
容
與
堂
本
↓
無
窮
会
蔵
本
↓
李
玄
伯

旧
蔵
本
・
遺
香
堂
本
（
こ
こ
で
は
芥
子
園
本
を
も
っ
て
代
替
す
る
）
↓
百
二
十
回

本
（
全
傳
本
）
↓
金
聖
歎
本
と
い
う
形
で
異
同
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

『
水
滸
傳
』
本
文
の
変
化
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
、基
本
的
に
可
能
と
判
断
し
て
よ
い
。

こ
の
前
提
を
承
け
て
、
本
論
に
お
い
て
は
、
ま
ず
『
水
滸
傳
』
の
本
文
の
変
化
に

つ
い
て
論
じ
た
い
。

一
、  

本
文
の
変
化
か
ら
何
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

の
か

本
文
の
変
化
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
何
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」
に
お
い
て
す
で
に
あ
る
程
度

論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以
下
の
議
論
の
前
提
と
な
る
重
要
な
点
で
あ
る
と
と

も
に
、『
水
滸
傳
』
に
限
ら
ず
、
白
話
文
学
研
究
全
般
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る

た
め
、
重
複
を
い
と
わ
ず
、
改
め
て
こ
こ
で
更
に
詳
し
く
述
べ
て
お
き
た
い
。

通
常
、
校
勘
作
業
は
「
正
し
い
本
文
」
を
追
求
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
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い
。
原
型
成
立
以
後
、様
々
な
人
々
に
よ
り『
水
滸
傳
』は
手
を
加
え
ら
れ
て
き
た
。

金
聖
歎
本
は
そ
の
最
終
形
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
金
聖
歎
は
決
し
て
『
水
滸
傳
』

を
歪
め
た
の
で
は
な
く
、
彼
は
一
連
の
「
作
者
」
の
一
人
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

『
水
滸
傳
』
に
は
「
施
耐
庵
」
以
外
に
も
多
く
の
「
作
者
」
が
い
る
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、本
文
の
変
化
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、我
々
は
ど
の
よ
う
に
し
て
『
水

滸
傳
』
が
作
ら
れ
た
か
を
追
体
験
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
作
者
を
特
定

し
が
た
く
、
草
稿
な
ど
あ
り
う
べ
く
も
な
い
中
国
の
白
話
文
学
作
品
に
お
い
て
も
、

い
わ
ゆ
る
生
成
論
的
研
究
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
テ
キ

ス
ト
の
継
承
関
係
を
確
認
し
、
前
後
で
ど
の
よ
う
に
本
文
が
変
化
し
て
い
る
か
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
々
は
『
水
滸
傳
』
の
「
作
者
」
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

し
て
新
し
い
『
水
滸
傳
』
本
文
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
作
者
」
た
ち
は
、
営
利
を
は
じ
め
と
す
る
何
ら
か

の
目
的
が
あ
っ
て
新
た
な
『
水
滸
傳
』
を
作
り
上
げ
た
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
商

業
的
・
社
会
的
要
因
が
関
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、『
水

滸
傳
』
を
筆
頭
と
す
る
作
品
群
に
よ
っ
て
本
格
化
す
る
「
楽
し
み
の
た
め
の
読
書
」

と
い
う
行
為
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
、
展
開
し
た
か
と
い
う
世
界
文
学
の

大
問
題
の
解
明
に
も
つ
な
が
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
見
通
し
に
立
っ
て
、
以
下
『
水
滸
傳
』
の
本
文
の
変
化
を
論
じ

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
前
述
の
通
り
、『
水
滸
傳
』
本
文
の
異
同
は
『
三
國
志

演
義
』
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、『
三
國
志
演
義
』

の
場
合
の
よ
う
に
、
異
同
を
通
し
て
作
品
の
構
造
自
体
が
変
化
し
て
い
く
過
程
を

追
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
文
章
表
現
や
細
部
の
構
成
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
絶
好
の
題
材
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

狙
っ
て
新
し
い
要
素
を
附
け
加
え
、
あ
る
い
は
よ
り
扇
情
的
な
も
の
に
す
る
場
合

と
い
う
、
大
ま
か
に
い
っ
て
二
つ
の
方
向
性
を
持
つ
。
な
お
、
こ
れ
ら
以
外
に
、

次
元
の
異
な
る
改
変
と
し
て
、
本
文
を
簡
略
化
し
て
分
量
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ

て
価
格
を
下
げ
る
こ
と
を
狙
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
簡
本
」
に
見
ら
れ
る
事
例

も
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
の
発
展
と
い
う
点
で
は
通
常
大
き
な
意
味

を
持
た
な
い
。

第
三
に
、
白
話
文
学
作
品
は
伝
統
詩
文
の
よ
う
に
重
要
な
も
の
と
は
見
な
さ
れ

ず
、
原
文
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
非
常
に
稀
薄
で
あ
っ
た

た
め
、
気
軽
に
書
き
換
え
が
施
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
第
一
・
第
二
の
原
因
が
生

じ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
前
提
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
特
に
知
識

人
が
書
き
換
え
を
施
す
場
合
に
は
、
原
作
者
の
誤
り
を
正
す
と
い
う
方
向
性
を
取

る
こ
と
が
多
い
。

つ
ま
り
、
白
話
文
学
作
品
は
絶
え
ず
変
貌
し
続
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
傾
向

は
、「
四
大
奇
書
」
の
よ
う
に
高
い
人
気
を
持
っ
て
長
期
に
渡
り
刊
行
さ
れ
続
け

た
作
品
で
あ
る
ほ
ど
著
し
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
正
し
い
本
文
」
の
追
求
自

体
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
白
話
文
学
作
品
を
校
勘
す
る
こ
と
に
は

ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
。

白
話
文
学
作
品
に
は
一
つ
の
固
定
し
た
テ
キ
ス
ト
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な

い
。『
水
滸
傳
』
を
例
に
取
れ
ば
、『
水
滸
傳
』
の
正
し
い
本
文
と
い
う
も
の
は
存

在
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
キ
ス
ト
が
示
す
変
化
の
相
の
全
体
が
『
水
滸
傳
』
な
の

で
あ
る
。『
水
滸
傳
』
に
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
一
人
の
作
者
（
施
耐
庵
と

い
う
名
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
が
存
在
し
た
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
の
原
型
を

求
め
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
も
あ
り
、
ま
た
必
ず
し
も
意
味
の
あ
る
こ
と
で
も
な
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滸
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以
上
当
然
な
が
ら
、口
頭
語
の
語
彙
を
用
い
て
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、『
水
滸
傳
』

の
本
文
も
口
頭
語
語
彙
に
よ
り
綴
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
講
談
に
は
詩
詞

美
文
が
挿
入
さ
れ
る
の
が
決
ま
り
で
あ
り
、「
但
見
」
な
ど
の
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー

ム
は
、
そ
う
し
た
韻
文
挿
入
に
当
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
容
與
堂
本
の
本
文
の
特
徴
は
、
講
談
の
語
り
の
特
徴
と
合
致
す
る
の
で
あ

る
。
無
論
、
こ
れ
は
『
水
滸
傳
』
が
講
談
の
語
り
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
に
演
じ
ら
れ
る
講
談
は
、
簡
単
な
設

定
の
み
あ
っ
て
、
あ
と
は
演
じ
手
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
以
上
、

す
べ
て
の
語
る
べ
き
こ
と
を
記
し
た
講
談
の
テ
キ
ス
ト
な
ど
あ
り
う
べ
く
も
な
い

し
、
明
治
期
の
日
本
で
流
行
し
た
よ
う
な
、
講
釈
師
が
語
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま

写
し
取
る
筆
録
本
が
こ
の
時
期
の
中
国
に
存
在
し
た
と
も
考
え
が
た
い
。
で
は
、

な
ぜ
『
水
滸
傳
』
は
講
談
と
同
じ
形
式
の
本
文
を
持
つ
の
か
。

こ
れ
は
、
白
話
文
学
の
本
質
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
文
言
と
は
、
文
字
に
書

く
た
め
の
言
語
で
あ
る
。
逆
に
い
う
と
、
文
字
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
の
は
文
言
で

あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
口
頭
語
を
無
理
に
写
さ
ね
ば
な
ら
な
い
語
録
や
、
文
言
で

は
表
現
不
可
能
な
領
域
を
含
む
法
律
文
書
を
別
に
す
れ
ば
、
口
頭
語
の
語
彙
が
文

字
で
書
か
れ
る
こ
と
は
通
常
な
か
っ
た
。
口
頭
語
と
は
音
声
の
形
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
文
字
で
記
録
さ
れ
、
読
ま
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。当
然
、定
ま
っ
た
文
字
表
記
自
体
存
在
し
な
か
っ
た
。従
っ
て
、

口
頭
語
語
彙
が
例
外
的
に
記
録
さ
れ
る
場
合
に
は
、
音
声
に
対
応
す
る
適
当
な
漢

字
が
当
て
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
白
話
語
彙
の
表
記
が
一
定
し
な
い
の
は

こ
の
こ
と
に
由
来
す
る
。
文
字
で
書
か
れ
る
も
の
は
文
言
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
原
則
は
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
ゆ
え
に
公
文
書
が
口
頭
語
語
彙
を
用
い
て
書
か

三
、『
水
滸
傳
』
本
文
の
変
遷
（
１
）
韻
文
の
問
題

『
水
滸
傳
』
本
文
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
確
認
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
か
ら
追
跡
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
一
連
の
変
化
の

出
発
点
に
お
い
て
、『
水
滸
傳
』
本
文
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

施
耐
庵
な
る
人
物
が
書
い
た
と
さ
れ
る
『
水
滸
傳
』
の
原
型
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
た
だ
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
の
中
で
最
も

古
い
形
を
残
し
て
い
る
の
が
容
與
堂
本
（
北
京
本
。
天
理
本
は
一
部
北
京
本
よ
り

古
い
形
を
残
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
お
そ
ら
く
北
京
本
の
方
が
原
型
に
近

い
も
の
と
思
わ
れ
る
）
で
あ
り
、
第
四
十
七
〜
五
十
五
回
（
第
五
十
回
を
除
く
）

の
み
に
つ
い
て
は
、
よ
り
古
い
本
文
を
留
め
る
嘉
靖
本
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
は
、
い
ず
れ
も
『
水
滸
傳
』
本
文
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
た

可
能
性
が
高
い
武
定
侯
郭
勛
に
よ
る
改
変
を
経
た
後
の
刊
本
で
あ
り
、
後
に
ふ
れ

る
よ
う
に
細
部
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
性
格
を
持
つ
。
そ
の
特
徴
は
、

大
き
く
は
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①  

セ
リ
フ
の
み
な
ら
ず
、
地
の
文
も
当
時
の
口
頭
語
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る

白
話
で
書
か
れ
て
い
る
。

②  

多
数
の
韻
文
・
美
文
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
「
但
見
」「
有
詩
爲
證
」

「
正
是
」
と
い
っ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
に
よ
り
導
か
れ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
何
に
由
来
す
る
の
か
。
通
常
『
水
滸
傳
』
の
本
文
は

講
談
と
関
わ
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
講
談
は
、
耳
で
聴
く
も
の
で
あ
る
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（
大
ハ
ー
ン
）
が
臣
下
に
語
り
か
け
る
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

歴
史
書
の
よ
う
な
、
第
三
者
的
立
場
か
ら
冷
静
に
記
述
す
る
ジ
ャ
ン
ル
に
白
話
文

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
あ
り
え
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
は『
全
相
平
話
』

や
『
三
國
志
演
義
』
の
よ
う
に
、
あ
る
人
物
の
語
り
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
る
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
語
り
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
の
は
、
講
談
し
か
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
白
話
小
説
は
す
べ
て
講
釈
師
の
語
り
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
る
。

『
三
國
志
演
義
』
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
小
説
の
場
合
は
、
通
俗
史
書
の
影
響
で

地
の
文
は
文
言
的
に
な
っ
て
い
く
が
、
江
湖
の
世
界
を
舞
台
と
し
て
庶
民
生
活
を

描
く
『
水
滸
傳
』
で
は
、
文
言
化
は
生
じ
ず
、
さ
れ
ば
こ
そ
磨
き
抜
か
れ
た
白
話

表
現
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、『
水
滸
傳
』
に
は
藝
能
の
名

残
が
多
く
残
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
さ
き
に
あ
げ
た
二
つ
の
特
徴
に

示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
純
粋
に
書
物
と
し
て
読
む
場
合
、
多
数
挿
入
さ
れ
て
い
る
美
文
や
韻

文
は
、
物
語
を
読
み
進
め
る
上
で
は
邪
魔
に
な
る
。
ま
た
、
藝
能
由
来
の
口
頭
語

的
に
す
ぎ
る
表
現
の
中
に
は
、
文
字
の
形
で
読
ん
だ
場
合
、
書
記
言
語
と
し
て
は

問
題
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。『
水
滸
傳
』
が
、
藝
能
の
文
字
化
で

は
な
く
、
純
粋
な
読
み
物
と
し
て
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
発
生
し
た
問

題
は
こ
の
二
点
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、『
水
滸
傳
』
の
本
文
は
口
頭
語
に
よ
る

藝
能
の
影
響
を
脱
す
る
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、「
小
説
」
と
い
う

形
式
が
自
立
し
て
い
く
過
程
で
あ
り
、
同
時
に
、
白
話
が
書
記
言
語
と
し
て
確
立

す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。

ま
ず
韻
文
・
美
文
の
問
題
か
ら
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。『
水
滸
傳
』

に
は
前
述
の
よ
う
に
多
く
の
韻
文
・
美
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
性
格
は
二

れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
元
代
を
経
過
し
て
多
少
は
緩
ん
だ
も
の
の
、
清
末
に
至
る

ま
で
基
本
的
に
は
貫
か
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
口
頭
語
語
彙
を
使
用
す
る
白
話
で
書
か
れ
る
『
水
滸
傳
』
は
、
更

に
は
『
水
滸
傳
』
の
み
な
ら
ず
白
話
小
説
の
名
の
下
に
括
ら
れ
る
作
品
群
は
、
藝

能
と
の
関
わ
り
の
有
無
を
問
わ
ず
、
口
頭
の
発
話
で
あ
る
講
談
の
形
式
を
摸
倣
し

て
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

初
期
の
白
話
文
学
作
品
は
、
実
際
に
藝
能
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

『
全
相
平
話
』
や
、『
淸
平
山
堂
話
本
』
の
古
層
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品
に
お

い
て
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に＊
６

、
そ
れ
ら
藝
能
に
直
接
的
に
由
来
す
る
白

話
文
学
作
品
が
非
常
に
稚
拙
な
白
話
文
し
か
持
ち
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
白
話
文

学
作
品
が
講
談
の
筆
録
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
種
本
し
か
な
い
も
の
を
無
理
に
文
字
化
す
れ
ば
、
不
完
全
な
テ
キ
ス
ト
し
か

生
ま
れ
え
な
い
。
一
方
、『
水
滸
傳
』
以
下
の
よ
り
進
化
し
た
白
話
小
説
は
、
藝

能
と
直
接
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
藝
能
の
ス
タ
イ
ル
を
取
る
の
は
、

一
つ
に
は
そ
の
淵
源
が
藝
能
に
あ
る
た
め
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
白
話

と
い
う
文
体
で
物
語
を
綴
ろ
う
と
す
れ
ば
、
口
頭
で
そ
の
物
語
を
語
る
人
物
を
仮

構
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。『
水
滸
傳
』
の
微
に
入
り
細

を
穿
つ
叙
述
は
、
白
話
文
な
れ
ば
こ
そ
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
白
話
文

は
口
頭
語
語
彙
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
誰
か
の
口
頭
の
語
り
の
写
し
と
い
う

設
定
な
く
し
て
は
文
字
に
は
な
り
え
な
い
。
こ
れ
は
単
な
る
約
束
事
で
は
な
く
、

お
そ
ら
く
書
き
手
も
、
誰
か
が
語
っ
て
い
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
な
け
れ
ば
、
口

頭
語
語
彙
を
使
っ
て
文
章
を
書
く
こ
と
自
体
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
代

に
お
け
る
白
話
に
よ
る
公
文
書
も
、
た
と
え
ば
い
わ
ゆ
る
聖
旨
で
あ
れ
ば
、
皇
帝
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種
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
詩
・
詞
で
あ
る
。
詩
は
七
言
絶
句
の
形
を
取
る
こ
と

が
最
も
一
般
的
だ
が
、
律
詩
・
古
詩
な
ど
の
形
式
の
も
の
も
あ
る
程
度
含
ま
れ
る
。

詞
に
つ
い
て
は【
西
江
月
】が
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

シ
ン
プ
ル
に
「
詩
曰
」
と
だ
け
い
う
場
合
も
か
な
り
あ
る
が
、多
く
は
「
正
是
」「
有

詩
（
詞
）
爲
證
」
と
い
う
藝
能
由
来
と
思
わ
れ
る
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
が
用
い
ら

れ
る
。

も
う
一
つ
は
、し
ば
し
ば「
四
六
」と
呼
ば
れ
る
四
六
駢
儷
体
風
の
美
文
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
通
常
「
但
見
」
と
い
う
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
に
導
か
れ
る
の
で
「
但
見
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
た
だ
し
『
水
滸
傳
』
で
は
「
但
見
」
の
後
に
詩
詞
が

見
え
る
例
も
か
な
り
あ
る
）。
こ
れ
ら
は
前
述
の
通
り
、
詩
詞
美
文
を
挿
入
す
る

と
い
う
藝
能
の
形
式
を
摸
倣
し
た
結
果
と
し
て
『
水
滸
傳
』
本
文
に
存
在
す
る
も

の
で
あ
る
。
嘉
靖
本
・
容
與
堂
本
に
は
多
数
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
詩
詞
・
美

文
は
、
そ
の
後
の
版
本
の
中
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
①
は
容
與
堂
本
・
無
窮
会
蔵
本
・
百
二
十
回
本
（
全
傳
本
。
第
五
回
ま
で
は

宮
内
庁
蔵
徳
山
毛
利
家
旧
蔵
本
、
第
六
回
以
降
は
神
山
閏
次
旧
蔵
本
。
以
下
単
に

「
百
二
十
回
本
」
と
い
う
場
合
は
こ
れ
を
指
す
）・
金
聖
歎
本
に
お
け
る
詩
詞
と
美

文
の
数
を
調
査
し
た
結
果
で
あ
る
。
な
お
、
本
来
百
二
十
回
本
で
は
な
く
芥
子
園

本
を
対
象
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
調
査
を
行
っ
た
段
階
で
は
芥
子
園

本
本
文
を
入
手
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
百
二
十
回
本
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
。

芥
子
園
本
入
手
後
、
数
値
が
百
二
十
回
本
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
ず
み
で
あ

り
、
以
下
の
記
述
は
、
特
記
す
る
場
合
を
除
き
、
百
二
十
回
本
を
芥
子
園
本
に
置

き
換
え
て
も
問
題
な
い
も
の
と
理
解
さ
れ
た
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
体

像
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
、
本
文
の
校
勘
を
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
第

回 詩詞 美文 備考容與堂 無窮会 百二十 金 容與堂 無窮会 百二十 金
引首 3 缺 3 2 0 缺 0 0
1 3 2 2 0 8 8 8 0 有詩爲証1

2 1 4（１は移動、３
は追加）

5（１は移動、４
は追加） 6 5（１削除、２

短縮）
5（１削除、２

短縮） 0 無、朱武らをうたう詩を、百二十は更に義気
をうたう詩を追加

3 2 1 1 0 5 5（１短縮） 5（１短縮） 1 有詩爲証１金の美文は服装、地の文に組み込む
4 7 6 6 3 4 4（3短縮） 4（3短縮） 0 有詩爲証１金の美文は服装、地の文に組み込む

5 2 2（１は移動） ３（１は移動、１
は追加） 1 5 4（2は短縮） 4（2は短縮） 0 金の詩詞は登場人物による偈

6 2 1 2（1は追加） 1 7 4（2は短縮） 4（2は短縮） 0 金の詩詞は登場人物による歌

7 1 0 １（1は追加） 0 3 3（1は短縮、
1は改変）

3（1は短縮、
1は改変） 1 金の美文は服装、地の文に組み込む

8 1 0 0 0 3 3（1は詩に書
き換え）

3（1は詩に書
き換え） 0 無・百二十、美文を詩に書き換え

9 1 0 2（２は追加） 0 6 6（1は短縮、
1は改変）

6（1は短縮、
1は改変） 0

10 6 2（１は美文に差
し替え）

4（2は差し替え、
1は美文に差し替え） 0 1 1 １（差し替え） 0 有詩爲証３、無は２削除、百二十１を差し替え。.無

は詩が４少なく、百二十はそこに新しい詩

11 5 4（１は移動） 5（１は移動、1
は差し替え） 1 3 2（1は短縮） 2（1は短縮） 0

有詩爲証１を削除。無・百二十、回頭の詩を
但見のかわりに。無にない詩を百二十は差し
替え。金の詩は林冲の作

12 3 0 0 0 3 3（1は短縮し
て地の文に）

3（1は短縮し
て地の文に） 1 有詩爲証２を削除。金は百二十から地の文と

して継承。無にない詩を百二十は差し替え

13 1 0 0 0 10 9（5は短縮） 10（6は短縮
２は改変） 2 金にも但見あり。無になく百二十にある美文

あり

14 3 2 ３（１は追加、１
は書き換え） 0 2 1 1 0

15 3 2 2 0 5 5 5 0 有詩爲証１
16 4 3 6（3は追加） 1 1 1 1 0 金の詩詞は登場人物による歌

17 4 1 7（5は追加、2
は改変） 0 1 1 1 0 容の詩はほとんど削除、百二十が多数追加。有

詩爲証も１を無削除、百二十が別の詩を追加

18 4 1
5（2は追加、2
は差し替え、１は

改変）
0 2 2 2 0 同上。有詩爲証２中1を削除

表①
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19 5 2 6（2は追加、2
は差し替え） 2 2 2 2 0 金の詩詞は登場人物による歌。百二十、有詩

爲証1を追加
20 3 2（1は差し替え）2（1は差し替え） 0 0 0 0 0 有詩爲証２

21 6 2 4（2は無になし、
容の一部改変） 0 3 3（1は短縮1

は改変）
3（1は短縮1
は無と異なる改

変）
0
百二十、無にないものが容と一致。有詩爲証
も2を無は全削除、百二十は1を残し1を別
に追加

22 1 1（1は改変） 2（1は追加、1
は改変） 0 1 1 1（1は改変） 0 有詩爲証１

23 5 3（1は短縮） 3（1は短縮） 0 1 0 0 0 有詩爲証１を削除

24 16 6（１は改変、１
は差し替え）

11（1は追加、
3は差し替え、2

は改変）
0 3 3（1は短縮） 3（1は短縮） 0

有詩爲証13を無は9、百二十は7削除。無・
百二十詩の１は二十五回回頭の後半を転用。
無なし百二十ありが２

25 3 1（1は改変） 4（3は追加、1
は改変） 0 1 1 1 0 有詩爲証１を無・百二十とも改変。百二十は

３追加

26 3 1（1は差し替え）2（1は追加、1は差し替え） 0 1 1（1は短縮） 1（1は短縮） 0

27 2 0 2（１は追加） 0 2 2（2は短縮） 2（2は短縮） 0 無なし百二十あり１

28 2 1（1は差し替え）3（2は追加、1は差し替え） 0 0 0 0 0

29 2 0 0 0 4 3（1は改変） 3（2の改変） 0

30 7 2 4（2は書き換え） 1 2 2（1は短縮） 2（1は短縮） 0 有詩爲証3を2削除。無なし百二十あり2。
金の詩詞は登場人物によるうた（蘇軾水調）

31 5 3 7（3は追加、1
は差し替え） 0 3 2（1改変） 2（1は無に基

づき短縮） 0 有詩爲証2を無は全削除、百二十は１残す

32 5 4（1は改変） 4（1は改変） 0 4 4（1は改変） 4（1は無に基
づき短縮） 0

33 4 0 1 0 2 2 2 0 無なし百二十あり１。無・百二十・金の末尾
の対句は次回回頭の詩の転用

34 1 0 0 0 3 3（1は改変） 3（1は改変） 0
35 1 0 1（1は追加） 0 5 5 5（2は改変） 1 金の美文は服装、地の文に組み込む

36 6 3 3（1は追加） 1 0 0 0 0 有詩爲証１を削除。金の詩は六言を書き換え
て地の文にしたもの。容貌描写

37 3 2 2 1 5 4 4 0 有詩爲証１。金の詩詞は登場人物による歌

38 5 2 7（4は追加、１
は差し替え） 0 4 4（2は短縮） 4（2は短縮） 0

有詩爲証2を無は全削除、百二十は１残す。
詩詞の１は容では但見、他は臨江仙。無にな
い詩を百二十が差し替え、また追加４

39 11 5 5 3 1 1（1は短縮） 1（1は短縮） 0 有詩爲証３全削除。金の詩詞は宋江作の詩詞
と謡言

40 3 1（1は差し替え）2（2は差し替え） 0 2 2（1は短縮、
１は差し替え）

2（1は短縮、
１は差し替え） 0 有詩爲証2を無は1削除、百二十は残す

41 10 5（容の4を削っ
て１にまとめる）

5（容の4を削っ
て１にまとめる） 0 1 1（1は短縮） 1（1は改変） 0 有詩爲証６を１削除し、更に歐鵬ら四人の有

詩爲証を削除して、その句を用いて西江月に

42 4 3（1は長篇に差
し替え）

3（1は無の差し
替えを更に長く） 0 3 3（1は短縮） 3（1は短縮） 0 有詩爲証２全削除。詩詞の１は九天玄女の法

旨だが、金は削除

43 7 2
7（4は追加、2
は改変うち1は
無なし）

0 1 1（1は短縮） 1（1は短縮） 0
有詩爲証6を無は3削除。百二十は2削除で
1を新たに追加。詩詞、無で5減、百二十は
４追加し無にないものを１。ただし無で削除
のほとんどは百二十もなし

44 5 1 4（1は差し替え
無なし） 0 6 5 6（1は短縮、

1は改変） 1 有詩爲証4無は全削除、百二十は1削除。金
は楊林の容貌の但見を一部のみ地の文に

45 7 5（回頭の偈を移
動して差し替え）

7（同左の移動と
2は追加、1は差

し替え）
0 3 3（1は短縮） 3（1は短縮） 0 有詩爲証3を2削除。詩詞の１は僧を嘲笑す

る地口

46 6 4（2は改変） 4（2は改変） 2 2 1 1 0 有詩爲証１。金の詩詞は子弟と書會の曲だが
前者は差し替え

47 5 ２（1は差し替え）
5（1は追加、２
は差し替え、１は

改変）
0 2 2（1は改変） 2（1は改変） 0 有詩爲証3、無は2削除、百二十は１削除。

百二十の差し替えの１と改変の１は無なし

48 2 0 １（1は追加） 0 3 3（1は短縮） 3（1は短縮） 0

49 10
8（2は2首を１
にまとめ、１は追

加）

8（2は2首を１
にまとめ、１は追

加）
0 1 1 1 0

有詩爲証5中2削除、1を新たに追加。無と
百二十、解珍解寶と鄒淵鄒潤の詞を１に。無
が追加

50 1 0 0 0 1 1 １（１は差し替
え） 0

51 4 2 2 0 2 ２（１は短縮） ２（１は短縮） 0 有詩爲証3中2削除
52 2 1 ２（1は追加） 0 5 5（1は短縮） 5（1は短縮） 0 有詩爲証1

53 11 1（1は改変） 1（1は改変） 0 4 4（1は短縮1
は改変）

4（1は短縮1
は改変） 0 有詩爲証８中７削除

54 6 １（1は差し替え）1（1は差し替え） 0 5 5 5 0 有詩爲証２中１削除
55 6 1 1 0 2 ２（１は短縮） ２（１は短縮） 0 有詩爲証３を全削除

56 4 0 0 0 2 2（1は二句に
短縮、１は改変）

2（1は二句に
短縮、１は改変）0 有詩爲証３を全削除

57 9 8（容の１を２に
分ける）

8（容の１を2に
分け「有詩訣爲

證」）
2 0 0 0 0 有詩爲証７中５削除。金も「有詩訣爲證」
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58 7 2（1は改変、１
は差し替え）

2（1は改変、１
は差し替え） 0 1 1 1 0 有詩爲証６中４は削除

59 9 2 2 0 4 2 2 0 有詩爲証３すべて削除。史進ら4人の詩は削
るが項充・李袞は残す

60 7 2 3（1は無なし改
変） 1 1 1（1は短縮） 1（1は短縮） 0 有詩爲証７中６削除（百二十は5削除）。金の

詩詞は小兒の歌

61 13 10（1は改変） 10（1は改変） 5 4 4 4 2
有詩爲証５中2削除、2は「有詩爲証」を削除。
金の詩詞は口號・旗に書いた詩と山歌３、改
変あり。美文は容貌描写を地の文に

62 8 4 6（無なし２、う
ち１は差し替え） 1 3 2 ３（1は無なし）1 有詩爲証５中２削除。残りは人物紹介。金の

詩詞と美文はともに服装
63 5 1 1 0 4 4（1は改変） 4（1は改変） 0 有詩爲証4中3削除
64 7 3 3 0 1 0 0 0 有詩爲証6中3削除。残りは人物紹介
65 7 4 4 0 0 0 0 0 有詩爲証６中３削除。人物・景色・感想
66 5 １（1は差し替え） 1 0 1 1（1は短縮） 1（1は短縮） 0 有詩爲証５中４削除。１は元宵情景
67 7 ３（１は改変） ３（１は改変） 0 2 2 ２（１は短縮） 0 有詩爲証4中3削除。１は奸臣批判
68 5 1 1 0 1 0 0 0 有詩爲証2すべて削除
69 8 5 5 0 0 0 0 0 有詩爲証6中１削除１は有詩爲証を削除
70 7 2 2 0 0 0 0 0 有詩爲証2すべて削除

71 6 4（1は追加）
4（1は追加1は
改変1は差し替

え）
2 ２（１は短縮） ２（1は短縮1は差し替え）

有詩爲証2中１削除。金は大幅に変更ゆえカ
ウントせず。以下缺

72 7 4 1（1は改変） 2 1（1は短縮） 1（1は短縮） 有詩爲証２中１削除。

73 7 1 3（1は追加１は
差し替え） 1 1 1 有詩爲証７中６削除。容は美文を地の文に混

ぜて区別せず

74 4 1（1は改変） １（1は改変だが
無より容に近い） 1 1 1 有詩爲証４中３削除。残る詩は無より百二十

の方が容に近い
75 4 1 1 0 0 0 有詩爲証3中2削除

76 27 23（1は短縮） 23（1は短縮） 4 3（2は短縮） 4（2は短縮1
は無なし）

77 6 4 4 5
6（1は短縮、
1は追加差し替

え）

6（1は短縮、
1は追加差し替

え）
張清の但見、容の詩を無・百二十は美文に

78 5 1（1は差し替え）
2（1は無から更
に差し替え、１は
容の詩を移動）

1 1（1は短縮） 1（1は短縮）
有詩爲証４すべて削除するも、1（去時
三十六）は90回で転用。百二十、容の美文
を削除して前の詩を底に置く（無はなし）。

79 4 1（1は差し替え）1（1は差し替え） 1 1（1は短縮） 1（1は短縮） 有詩爲証4中3を削除
80 8 5 5 3 3（2は短縮） 3（2は短縮） 有詩爲証6中3を削除

81 8 2 2 0 0 0 有詩爲証5すべて削除。詩詞は燕青が唱うも
ののみで、挿入は全削除

82 5 １（1は改変）
3（1は短縮、2
は改変うち1無

なし）
3 2（2は短縮） 2（1は改変）

長大な但見を無はともに大幅に短縮、百二十
は少し改変する程度で、二つ目に有詩爲証を
伴うのも無は削除、百二十は短縮

83 6 2（1は改変） 2（1は改変） 2 2 2 有詩爲証5中3を削除
84 6 １（1は差し替え）１（1は差し替え） 2 2 2 有詩爲証5中4を削除
85 7 3（1は差し替え）3（1は差し替え） 1 1 1 有詩爲証4中3を削除
86 6 1 1 1 1 1 有詩爲証5中4を削除

87 3 1（1は88回頭
の転用）

1（1は88回頭
の転用） 2 2 2 有詩爲証2をすべて削除。無・百二十８８回

回頭の古風を一部改変して転用

88 12 2（1は差し替え
1は改変）

2（1は差し替え
1は改変） 0 0 0 有詩爲証12中10を削除

89 6 2（1は差し替え）2（1は差し替え） 0 0 0 有詩爲証5中3を削除

90 12 8（1は追加、１
は改変） 1 0

百二十、ここは改変があるため缺とする。有
詩爲証 5 中 4 を削除。78 回から「去時
三十六」という宣和遺事以来の詩をここに移
動。偈が３、詩詞が４（うち１を削除）

91 3 1 1 2 2 2 有詩爲証2中1を削除

92 5 2（ともに差し替
え）

2（ともに差し替
え） 1 0 0 有詩爲証4中3削除。「史官詩曰」あり

93 7 3 3 2 1 2 有詩爲証5中3を削除。無削除の美文百二十
にあり。詩の1は引用

94 11 ３（１は差し替え）4（2は差し替え） 0 1（1は追加） 1（1は追加）
有詩爲證3すべて削除。蘇軾の詩二首、無・
百二十は一首削除。杭州の詞二首は別の一首
に。張順の死の詩、無なく百二十は差し替え

95 9 0 0 2 2 2 有詩爲証7すべて削除。はじめの杭州の叙述
を丸ごと削除

96 7 1（1は改変） 1（1は改変） 0 0 0 有詩爲証5中4を削除

97 8 2（2は差し替え）2（2は差し替え） 2 2 2 有詩爲証6中5を削除。ただし2はセット。
また1は史官有詩曰に変更して詩も差し替え

98 8 0 0 2 2 2 有詩爲証7全削除

99 10
7（1は容の美文
の書き換え、１は

追加）

7（1は容の美文
の書き換え、１は

追加）
1 0 0 有詩爲証５中3を削除。頌・法語・口號各１。

容の美文を有詩爲証に書き換え１

100 13 4（1は改変） 4（1は改変） 2 2 2 有詩爲証10中8を削除。1は有詩堪笑に
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で
あ
る
と
し
て
、
実
際
に
唱
い
踊
る
べ
き
場
面
以
外
に
は
歌
や
踊
り
を
入
れ
な
い

作
品
が
出
現
す
る
こ
と
、
更
に
い
え
ば
、
古
く
は
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
演

劇
に
お
い
て
、
登
場
人
物
が
観
客
に
語
り
か
け
る
こ
と
が
不
自
然
で
あ
る
と
し
て

排
除
さ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と＊
８

と
同
様
の
発
想
に
基
づ
く
処
置
で
あ
る
。

演
劇
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
舞
台
上
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
を
現
実
の
再
現

た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
志
向
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
元
来
演
劇
は
、
演
劇
の
約

束
事
に
基
づ
い
て
演
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
中
国
古
典
演
劇
の
よ
う

に
セ
リ
フ
の
多
く
が
う
た
で
あ
ろ
う
と
、
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
特
異
な
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
を
し
て
い
よ
う
と
、
あ
る
い
は
オ
ペ
ラ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
セ
リ
フ
が

歌
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
全
く
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
能
や
ギ
リ
シ
ャ

悲
劇
の
仮
面
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
演
劇
は
元
来
宗
教
的
儀
式
か
ら
生
じ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
で
演
じ
ら
れ
る
事
柄
は
現
実
の
再
現
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
あ
る
時
期
か
ら
演
劇
は
現
実
の
再
現
で
あ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
西
洋
演
劇
史
は
、
現
実
の
再
現
を
希
求
す
る
過
程

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
三
一
致
の
法
則
も
、
舞
台
上
で
発
生
す

る
出
来
事
を
で
き
る
だ
け
現
実
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た＊
９

。

こ
う
し
た
動
き
が
中
国
や
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
演

劇
を
現
実
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
発
想
が
西
洋
近
代
の
思
想
と
密
着
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
す
事
実
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。「
理
性
」
を
重
視
す
る
西
洋
近
代

の
思
想
は
、
舞
台
の
上
に
も
合
理
性
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
金
聖
歎
の
姿
勢
が
い
か
に
特
異
な
も
の
で
あ
る

か
が
見
え
て
く
る
。
彼
は
、
近
代
西
欧
の
そ
れ
に
近
い
形
で
「
小
説
」
と
い
う
概

七
十
二
回
以
降
に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施
し
た
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
金
聖
歎
本
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
の
詩
詞
美
文
が
削

除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
残
っ
て
い
る
の
は
、
存
在
し
て
も
不
自
然
で
は
な

い
詩
詞
、
つ
ま
り
第
三
十
九
回
に
お
け
る
宋
江
の
反
詩
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、

登
場
人
物
が
実
際
に
作
中
で
作
っ
た
り
唱
っ
た
り
す
る
詩
詞
の
み
で
あ
る
。
僅
か

に
例
外
と
い
え
る
の
は
第
四
十
六
回
、
潘
巧
雲
の
物
語
に
お
け
る
子
弟
と
書
会
の

手
に
な
る
と
い
う
曲
と
、
第
五
十
七
回
、
徐
寧
が
鈎
鎌
鎗
の
用
法
を
指
南
す
る
場

面
で
「
有
詩
訣
爲
證
」
と
し
て
引
か
れ
る
も
の
だ
が
、
前
者
は
お
そ
ら
く
語
り
手

に
よ
る
詩
詞
と
い
う
よ
り
は
、
子
弟
（
遊
び
人
）
や
書
会
（
藝
能
制
作
者
組
合
）

も
登
場
人
物
の
一
部
と
把
握
し
て
の
引
用
、
後
者
は
徐
寧
が
伝
え
る
鎗
の
使
い
方

の
一
環
と
し
て
セ
リ
フ
に
準
じ
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
美
文
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
削
除
し
て
い
る
が
、
服
装
・
容
貌
描
写

に
つ
い
て
は
、
美
文
の
一
部
と
は
意
識
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
、
地
の
文
の
中
に

取
り
込
ん
で
い
る
例
が
多
い
。
容
貌
や
服
装
に
つ
い
て
は
、
金
聖
歎
と
い
え
ど
も

「
但
見
」
に
導
か
れ
る
美
文
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

中
国
に
お
い
て
は
散
文
は
行
動
を
叙
述
す
る
も
の
で
あ
り
、
容
貌
な
ど
も
含
む
広

い
意
味
の
情
景
描
写
は
韻
文
の
領
域
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
よ
う＊
７

。
た
だ
、
美

文
を
利
用
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
地
の
文
の
中
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
ま
ぎ
れ
込

ま
せ
て
い
る
こ
と
は
、
金
聖
歎
が
美
文
を
意
識
的
に
排
除
し
た
こ
と
を
顕
著
に
示

す
事
実
と
い
っ
て
よ
い
。

つ
ま
り
金
聖
歎
は
、
現
実
に
作
中
の
場
面
に
現
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
も
の

以
外
の
詩
詞
は
す
べ
て
削
除
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
お
い
て
、
日
常
生
活
の
中
で
突
然
唱
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
の
は
不
自
然
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覽
者
動
心
解
頤
、
不
乏
詠
歎
深
長
之
致
。

た
だ
、
詩
詞
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
人
の
姿
を
形
容
し
、
文
章
に
リ
ズ
ム
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
全
部
削
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
改
め
て
追
加
す
る
こ
と
に
す
る
。
原
本
に
あ
っ
た
も

の
を
取
っ
て
き
た
も
の
も
、
古
本
の
内
容
か
ら
推
定
し
て
な
か
っ
た
も
の
を

附
け
加
え
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
勧
善
懲
悪
と
ユ
ー
モ
ア
を
兼
ね

備
え
、
見
る
人
が
心
を
動
か
し
口
元
を
緩
め
、
深
く
詠
歎
す
る
よ
う
な
趣
き

に
欠
け
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
百
二
十
回
本
は
詩
詞
の
削
除
に
は
否
定
的
で
あ
っ
て
、
削
除
し
て
い

る
「
舊
本
」
に
詩
詞
を
追
加
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
追
加
に
当
た
っ
て
は
、「
原

本
」
に
よ
っ
た
も
の
と
、
新
た
に
附
け
加
え
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
。

「
發
凡
」
の
内
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
詩
詞
美
文
を
削
除
し
よ
う
と
す
る

動
き
は
決
し
て
一
面
的
に
進
行
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
で
は
、
具
体
的
に
ど

の
段
階
で
ど
の
よ
う
な
処
置
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
①
の
結
果
か
ら
は
、

あ
る
程
度
そ
の
過
程
を
見
て
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
後
に
掲
げ
る
表
②
は
、

表
①
に
基
づ
い
て
詩
詞
と
美
文
の
数
を
二
十
回
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

容
與
堂
本
に
お
け
る
詩
詞
と
美
文
の
分
布
自
体
、
明
ら
か
に
前
半
で
は
美
文
が

多
く
、
後
に
な
る
ほ
ど
詩
詞
が
増
え
て
い
く
と
い
う
点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、

以
前
に
論
じ
た
よ
う
に＊
10
、
こ
れ
は
『
水
滸
伝
』
本
文
の
成
立
過
程
を
あ
る
程
度

反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
無
窮
会
蔵
本
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

容
與
堂
本
と
無
窮
会
蔵
本
を
比
較
す
る
と
、
詩
詞
に
つ
い
て
は
、
第
三
回
で
容

與
堂
本
に
は
な
い
朱
武
・
陳
達
・
楊
春
を
う
た
う
詩
が
3
首
あ
る
例
と
、
第

念
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
常
に
密
着
し
た
リ
ア

リ
ズ
ム
を
基
調
と
す
る『
水
滸
傳
』は
絶
好
の
素
材
で
あ
っ
た
。
金
聖
歎
は
そ
の『
水

滸
傳
』
を
、
更
に
知
識
人
の
眼
か
ら
見
て
よ
り
水
準
の
高
い
も
の
に
書
き
換
え
る

こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
金
聖
歎
に
よ
る
書
き
換
え
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、「
金
聖
歎
本
『
水
滸
傳
』
考
」
で
論
じ
た
の
で
、

詳
細
は
同
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

た
だ
、
金
聖
歎
は
詩
詞
美
文
の
削
除
を
全
く
独
自
の
考
え
で
行
っ
た
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
同
様
の
発
想
は
よ
り
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
や
は
り

「
金
聖
歎
本
『
水
滸
傳
』
考
」
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
百
二
十
回
本
（
全
傳
本
・
全

書
本
に
共
通
。
こ
こ
で
は
徳
山
毛
利
家
旧
蔵
本
に
よ
る
）
の
巻
頭
に
あ
る
「
出
像

評
點
忠
義
水
滸
全
傳
發
凡
」
に
は
、

舊
本
去
詩
詞
之
煩
蕪
、
一
慮
事
緒
之
斷
、
一
慮
眼
路
之
迷
、
頗
直
截
淸
明
。

旧
本
は
煩
雑
な
詩
詞
を
除
い
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
叙
述
が
中
断
し

て
し
ま
う
こ
と
、
一
つ
に
は
ど
こ
ま
で
読
ん
だ
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
に

配
慮
し
た
も
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
は
っ
き
り
わ
か
り
や
す
く
は
な
る
。

と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
金
聖
歎
本
以
前
か
ら
詩
詞
を
削
除
す
る
動
き

が
あ
っ
た
こ
と
の
明
証
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
發
凡
」
の
本
文
は
次
の
よ
う
に
続
く
の
で
あ
る
。

第
有
得
此
、
以
形
容
人
態
、
頓
挫
文
情
者
、
又
未
可
盡
除
。
茲
復
爲
増
定
、

或

原
本
而
進
所
有
、
或
逆
古
意
而
益
所
無
。
惟
用
勸
懲
兼
善
戲
謔
、
要
使
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一
方
、
百
二
十
回
本
に
お
い
て
は
状
況
は
大
き
く
異
な
る
。
総
数
だ
け
見
て
も
、

無
窮
会
蔵
本
の
247
に
対
し
て
328
と
、
詩
詞
の
数
は
81
も
多
い
。
し
か
も
そ
の
う
ち

47
は
容
與
堂
本
に
な
い
詩
詞
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
無
窮
会
蔵
本

に
お
い
て
も
同
じ
詩
詞
が
追
加
さ
れ
て
い
る
例
は
7
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、

百
二
十
回
本
は
40
も
の
詩
詞
を
独
自
に
追
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
容

與
堂
本
の
詩
詞
を
全
く
別
の
も
の
に
差
し
替
え
て
い
る
例
も
43
に
の
ぼ
り
、
こ
の

う
ち
無
窮
会
蔵
本
で
同
様
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
例
は
22
で
あ
る
か
ら
、
21
は

独
自
の
差
し
替
え
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
部
の
詩
句
の
改
変
で
は
な

く
、
一
首
丸
ご
と
の
差
し
替
え
で
あ
る
点
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
芥

子
園
本
・
百
二
十
回
本
が
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
（
無
窮
会
原
本
）
に
お
い
て
容
與

堂
本
に
は
存
在
し
た
詩
詞
が
削
除
さ
れ
て
い
た
部
分
に
、
改
め
て
新
た
に
詩
詞
を

追
加
し
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
は
依
拠
し
た

テ
キ
ス
ト
に
多
く
の
詩
詞
を
追
加
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
新
た
に
加
え

た
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
發
凡
」
で
述
べ
て
い
る
こ
と
に
偽
り
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詩
詞
美
文
の
削
除
は
、
決
し
て
一
方
向
に
進
行
し
た
動

き
で
は
な
か
っ
た
。
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
に
お
い
て
、
い
わ
ば
揺
り
戻
し
と

も
い
う
べ
き
動
き
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
は
、
二
つ
の
事
情
を
想
定
可
能
で
あ
る
。

ま
ず
、
あ
る
種
の
古
典
意
識
と
も
名
付
け
る
べ
き
も
の
の
存
在
で
あ
る
。
白
話

小
説
に
は
定
型
が
あ
り
、
一
定
の
割
合
で
詩
詞
が
挿
入
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
認

識
が
当
時
存
在
し
、
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
の
制
作
者
は
、
平
均
し
て
詩
詞
を

分
布
さ
せ
る
た
め
に
、
詩
詞
の
挿
入
が
少
な
い
部
分
に
は
新
た
に
詩
詞
を
追
加
し

た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
想
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
白
話
小
説
の

四
十
九
回
で
孫
立
ら
が
破
牢
し
て
解
珍
・
解
寶
を
救
出
し
た
後
に
【
西
江
月
】
を

追
加
す
る
例
、
そ
れ
に
第
七
十
一
回
に
百
八
人
が
誓
約
を
立
て
た
後
で
、
や
は
り

容
與
堂
本
に
は
な
い
「
有
詩
爲
證
」
が
存
在
す
る
例
と
い
う
三
つ
の
み
を
例
外
と

し
て
、
他
は
す
べ
て
無
窮
会
蔵
本
で
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
看
て
取

れ
る
。
具
体
的
に
は
、
容
與
堂
本
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
詩
詞
581
に
対
し
て
、
無
窮

会
蔵
本
は
247
と
半
分
以
下
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
容
與
堂
本
で
は
後
半
に
入

る
と
詩
詞
が
大
幅
に
増
加
す
る
の
に
対
し
、
無
窮
会
蔵
本
で
は
第
七
十
六
回
「
九

宮
八
卦
陣
」
の
く
だ
り
が
、
陣
ご
と
に
詩
を
附
す
と
い
う
形
式
ゆ
え
に
23
に
及
ぶ

こ
と
を
除
け
ば
、
前
半
と
後
半
で
詩
詞
の
数
に
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
無
窮
会
蔵
本
は
、
挿
入
さ
れ
て
い
る
詩
詞
の
数
を
平
均
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
容
與
堂
本
の
形
式
上
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

備
考
：  

第
九
十
回
は
、百
二
十
回
本
が
二
十
回
挿
入
の
た
め
大
幅
に
違
う
本
文
を
持
つ
関
係
上
、

芥
子
園
本
で
代
用
。
以
下
同
じ
。

表②

回数
容與堂本 無窮会蔵本 百二十回本

詩詞 美文 詩詞 美文 詩詞 美文

0～ 10 31 40 18 43 29 43

11 ～ 20 35 29 17 26 36 27

21 ～ 30 47 18 17 16 35 16

31 ～ 40 44 29 20 27 35 27

41 ～ 50 57 23 30 21 44 22

51 ～ 60 65 26 20 24 22 24

61 ～ 70 72 16 34 8 36 8

71 ～ 80 78 20 45 19 45 20

81 ～ 89 59 11 15 10 17 10

90 ～ 100 93 14 31 12 29 13

合計 581 376 247 206 328 210
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済
み
の
も
の
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
）。

第
五
十
回
ま
で
、
つ
ま
り
前
半
に
お
け
る
追
加
数

が
45
、
差
し
替
え
数
が
15
で
あ
る
の
に
対
し
、
第

五
十
一
回
か
ら
第
百
回
ま
で
の
追
加
数
は
わ
ず
か
2
、

独
自
の
差
し
替
え
数
も
6
（
無
窮
会
蔵
本
に
お
い
て

す
で
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
例
が
他
に
か
な
り
あ

る
）
と
、前
半
と
後
半
で
顕
著
な
落
差
が
認
め
ら
れ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
見
す
る
と
、
こ
れ
は
さ
き
に
ふ
れ
た
容
與
堂
本

に
お
け
る
詩
詞
分
布
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
説
明
可

能
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
後
半
に
な
る
と
詩
詞
が

多
く
な
る
の
で
、
追
加
す
る
必
要
が
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
し
か
し
、
百
二
十
回
本
が
容
與
堂
本
に

基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
百
二
十
回
本
は
芥
子
園
本
系
の
テ
キ
ス
ト
に
、

芥
子
園
本
系
テ
キ
ス
ト
は
更
に
無
窮
会
蔵
本
の
原
型
、

こ
こ
で
は
無
窮
会
原
本
と
呼
ん
で
い
る
テ
キ
ス
ト
に

基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
無
窮
会
原
本
に
依
拠
し
た

芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
は
、
容
與
堂
本
で
は
詩
詞

が
存
在
す
る
箇
所
の
多
く
に
お
い
て
、
元
来
そ
の
位

置
に
詩
詞
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
形
跡

が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
無

定
型
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
摸
索
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

も
う
一
つ
は
、
韻
文
と
い
う
も
の
が
持
つ
機
能
の
問
題
で
あ
る
。「
發
凡
」
で

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
韻
文
に
は
実
は
重
要
な
機
能
が
あ
る
。
中
国
の
散
文
に
お

い
て
は
、
情
景
描
写
（
人
物
の
容
貌
な
ど
も
含
む
）
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
の
役
割
は
詩
詞
韻
文
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

物
語
の
進
行
上
情
景
描
写
が
不
可
欠
で
あ
る
白
話
小
説
に
お
い
て
は
、
詩
詞
韻
文

が
挿
入
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
逆
に
い
え
ば
、
詩
詞
韻
文
あ
る
が
ゆ
え
に
、

散
文
に
お
け
る
情
景
描
写
が
発
達
し
な
か
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
無
窮
会
蔵

本
・
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
に
お
い
て
も
、
美
文
の
削
除
は
ご
く
少
数
し
か
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
そ
の
反
映
と
見
ら
れ
よ
う
。
情
景
描
写
は
美
文
で
行
わ
れ

る
以
上
、
こ
れ
を
削
除
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
美
文
・
韻
文
を
徹

底
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
金
聖
歎
本
に
お
い
て
す
ら
、
登
場
人
物
の
容
貌
・
服

装
描
写
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
但
見
」
の
美
文
を
、
あ
た
か
も
通
常
の
地
の

文
で
あ
る
か
の
如
く
に
装
っ
て
使
用
し
て
い
る
。
詩
詞
は
、
美
文
ほ
ど
で
は
な
い

に
せ
よ
、
情
景
描
写
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
一
定
量
は
必
要
で
あ
る
と
い

う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
更
に
、「
發
凡
」
に
い
う
「
頓
挫
」、
つ
ま
り

文
に
め
り
は
り
を
付
け
て
、
単
調
な
叙
述
を
免
れ
よ
う
と
す
る
と
い
う
機
能
も
期

待
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
に
お
け
る
詩
の
追
加
も
、
全
体
に
満
遍
な
く

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
次
の
表
③
は
、
芥
子
園
本
・
百
二
十
回

本
に
お
け
る
詩
詞
の
追
加
数
と
差
し
替
え
数
を
十
回
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る

（
左
が
追
加
、
右
が
差
し
替
え
。
0
は
引
首
を
示
す
。
ま
た
無
窮
会
蔵
本
で
追
加

表③

回数 0~10 11~20 21~30 31~40 41~50 51~60 61~70 71~80 81~89 90~100

追加数 6/2 13/ 5 9/2 9/3 8/3 1/ 0 0/1 1/4 0/0 0/1
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京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
九
号

「
有
詩
爲
證
」
の
総
数
は
、
容
與
堂

本
で
は
295
、
無
窮
会
蔵
本
で
は
88
、

百
二
十
回
本
で
は
103
と
な
る
。
そ
し

て
、容
與
堂
本
に
お
け
る
「
有
詩
爲
證
」

の
う
ち
188
は
第
五
十
一
回
以
降
の
後

半
に
認
め
ら
れ
、
特
に
最
後
の
10
回

に
お
い
て
は
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
無
窮
会
蔵
本
・
百
二
十
回

本
に
お
い
て
は
、
第
五
十
一
回
以
降

の
「
有
詩
爲
證
」
の
用
例
数
は
55
と

57
、
つ
ま
り
容
與
堂
本
よ
り
70
パ
ー

セ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
最
後
の
10

回
に
至
っ
て
は
、
全
体
の
八
割
が
削

除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
特
異
な
状
況
は
何
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
容
與
堂
本
に

お
い
て
後
半
で
「
有
詩
爲
證
」
が
増

加
す
る
理
由
は
、
そ
の
成
立
事
情
と

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
別
に
論
じ
た

こ
と
が
あ
る
の
で＊
12
、
こ
こ
で
深
く
は

述
べ
な
い
が
、
こ
の
言
葉
が
語
り
物

藝
能
の
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
が
無
窮

窮
会
原
本
は
、
無
窮
会
蔵
本
よ
り
多
少
詩
詞
の
削
除
が
少
な
い
と
い
う
レ
ベ
ル
の
、

容
與
堂
本
よ
り
大
幅
に
詩
詞
が
少
な
い
本
文
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
無
窮
会
蔵
本
で
は
後
半
に
な
る
と
容
與
堂
本
に
比
較
し
て
詩
詞
の
数
が

激
減
す
る
以
上
、
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
が
依
拠
し
た
無
窮
会
原
本
に
お
い
て

も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
同
様
の
状
況
が
存
在
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
無
窮

会
原
本
と
対
比
し
て
考
え
て
も
、
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
は
前
半
に
お
い
て
は

多
く
の
詩
詞
を
追
加
し
て
い
る
一
方
で
、
後
半
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
追
加
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
第
七
十
六
回
を
除
外
す
れ
ば
、
百
二
十
回

本
後
半
に
追
加
さ
れ
て
い
る
詩
詞
の
数
は
前
半
よ
り
少
な
い
。

こ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
常
識
的
に
考
え
ら
れ
る

の
は
、
常
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
『
水
滸
伝
』
の
内
容
が
後
半
に
な
る
と
つ
ま
ら
な

く
な
る
た
め
、
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
の
制
作
者
が
後
半
に
つ
い
て
は
前
半
ほ

ど
の
情
熱
を
持
っ
て
改
編
作
業
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

無
窮
会
蔵
本
が
後
半
で
非
常
に
多
く
の
詩
詞
を
削
除
し
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て

考
え
る
と
、
ま
た
別
の
見
方
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

容
與
堂
本
に
お
い
て
は
、
後
半
で
な
ぜ
詩
詞
が
激
増
す
る
の
か
。
以
前
に
も
論

じ
た
通
り＊
11
、
容
與
堂
本
の
後
半
で
は
、「
有
詩
爲
證
」
と
し
て
詩
を
挿
入
す
る
例

が
極
端
に
増
加
す
る
。
表
④
は
、
や
は
り
十
回
ご
と
に
「
有
詩
爲
證
」
を
伴
う
詩

詞
の
数
を
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
無
窮
会
蔵
本
と

百
二
十
回
本
の
項
に
見
え
る
「
＋
〜
」
は
、
容
與
堂
本
に
な
い
「
有
詩
爲
證
」
を

追
加
し
て
い
る
事
例
の
数
を
、「

－

〜
」
は
、
容
與
堂
本
と
同
じ
詩
詞
は
存
在
す

る
が
、「
有
詩
爲
證
」
と
い
う
語
が
削
除
さ
れ
て
い
る
事
例
の
数
を
意
味
す
る
。

表④

回数 0~10 11~20 21~30 31~40 41~50 51~60 61~70 71~80 81~89 90~100

容與堂本 6 9 21 11 30 43 45 32 44 59

無窮会蔵本 6 5 7 2 11 ＋ 2 9 20 － 3 9 9 11 ＋ 1

百二十回本 6 5 ＋ 1 10 ＋ 1 4 16 ＋ 3 10 20 － 3 9 10 11 ＋ 1
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と
す
る
作
業
の
一
環
で
あ
っ
た
。
た
だ
、「
あ
る
べ
き
姿
」
が
確
定
し
て
い
な
い

た
め
、
そ
の
方
向
性
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
は
「
あ
る
べ

き
姿
」
の
摸
索
期
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
、「
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ
い
て

強
い
信
念
を
持
ち
、
そ
れ
を
理
論
化
す
る
能
力
を
持
っ
た
金
聖
歎
が
、
す
べ
て
の

詩
詞
韻
文
を
削
除
す
る
と
い
う
荒
療
治
を
行
っ
た
。
そ
の
方
向
性
は
、
期
せ
ず
し

て
近
代
小
説
の
進
む
方
向
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
金
聖
歎
本
が
最
終

的
な
流
布
本
と
な
っ
た
た
め
、
今
日
の
目
か
ら
見
る
と
、
事
態
は
近
代
性
を
目
指

す
方
向
に
一
直
線
に
進
ん
で
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
、
芥
子
園
本
・

百
二
十
回
本
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
異
な
る
選
択
肢
も
存
在
し
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
る
ま
い
。
事
態
は
直
線
的
に
で
は
な
く
、
そ
れ
で
も
読
み
手
に
と
っ
て
読

み
や
す
く
、
刊
行
者
に
と
っ
て
は
経
済
的
に
有
利
な
方
向
へ
と
進
行
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。四

、『
水
滸
傳
』
本
文
の
変
遷
（
二
）
文
面
の
問
題

で
は
、『
水
滸
傳
』
の
本
文
自
体
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

①
「
了
」
の
変
化

ま
ず
第
五
十
五
回
2
ｂ
の
事
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

嘉　
　
　
　
　
　
：
到
了
本
州
、
呼
延
灼
便
道
、
韓
滔
彭

各
徃
陳
頴
二
州
起
軍
。

容
・
無
・
芥
・
神
：
到
得
本
州
、
呼
延
灼
便
道
、
韓
滔
彭

各
徃
陳
頴
二
州
起
軍
。

会
蔵
本
で
極
め
て
意
識
的
に
削
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
藝
能
の
痕
跡
を

削
減
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
金
聖
歎
本
以
前
か
ら
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
変
は
別
の
側
面
を
も
持
っ
て
い
る
。「
有
詩
爲
證
」
が

過
剰
に
使
用
さ
れ
て
い
る
部
分
に
お
い
て
集
中
的
に
こ
の
語
を
削
除
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
詩
詞
の
数
や
「
有
詩
爲
證
」
と
い
う
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
の
出
現
率
を

平
均
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
、部
位
に
よ
っ
て
著
し
い
不
均
衡
が
あ
っ

た
『
水
滸
傳
』
の
本
文
を
均
質
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
改
変
が
施
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
無
窮
会
蔵
本
段
階
で
す
で
に
、
元
来
か
な
り

無
秩
序
だ
っ
た
『
水
滸
傳
』
の
本
文
を
、
藝
能
の
影
響
を
排
除
し
た
上
で
、
均
質

化
す
る
方
向
で
整
理
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

も
、
や
は
り
白
話
小
説
の
あ
る
べ
き
姿
を
摸
索
し
よ
う
と
す
る
動
き
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

で
は
、
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
は
な
ぜ
詩
詞
が
少
な
い
終
盤
に
お
い
て
追
加

を
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。『
水
滸
傳
』
終
盤
の
文
章
は
元
来
単
調
で
あ
り
、
容
與

堂
本
に
お
い
て
は
そ
の
単
調
な
切
れ
目
ご
と
に
「
有
詩
爲
證
」
が
入
る
た
め
、
そ

の
印
象
が
更
に
助
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
は
、

詩
詞
を
増
や
そ
う
と
し
て
も
入
れ
る
べ
き
位
置
を
見
出
し
が
た
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
文
体
が
一
変
す
る
後
半
に
お
い
て
も
、
前

半
に
近
い
ス
タ
イ
ル
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
追
加
が
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
無
窮
会
蔵
本
と
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

理
念
に
従
っ
て
、
詩
詞
の
削
除
・
追
加
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
白
話
小
説
の
あ
る
べ
き
姿
に
『
水
滸
傳
』
本
文
を
近
づ
け
よ
う
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武
松
が
飛
雲
浦
で
刺
客
を
倒
す
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

容　
　
　
　

：
又
走
不
過
數
里
多
路
、

無　
　
　
　

：
又
走
了　

數
里
多
路
、

芥
・
神
・
金
：
又
走　

不
數
里
多
路
、

お
そ
ら
く
、「
数
里
あ
ま
り
も
行
か
な
い
う
ち
に
」
と
い
う
言
い
方
が
不
自
然

と
考
え
て
、
無
窮
会
原
本
段
階
で
「
了
」
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
遺

香
堂
本
・
芥
子
園
本
段
階
（
本
来
遺
香
堂
本
を
も
っ
て
こ
の
系
統
を
代
表
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ま
だ
遺
香
堂
本
の
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ

で
は
以
下
「
芥
子
園
本
段
階
」
と
呼
ぶ
）
で
や
は
り
「
了
」
削
除
の
動
き
に
合
わ

せ
て
再
び
「
不
」
に
改
め
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第
三
十
一
回
8
ｂ
、
武
松
が
張
青
の
配
下
に
誤
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
を
説

明
す
る
く
だ
り
で
は
、次
の
よ
う
に
芥
子
園
本
段
階
で「
了
」が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

容
・
無　
　

：
却
被
這
四
箇
挷
縛
了
來
。

芥
・
神
・
金
：
却
被
這
四
箇

縛
將
來
。

こ
れ
は
動
詞
が
方
向
補
語
を
伴
う
場
合
、
ど
こ
に
「
了
」
を
置
く
か
が
確
定
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
も
関
わ
る
改
変
で
あ
ろ
う
。

更
に
第
三
十
六
回
13
ａ
の
事
例
は
、
濫
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
「
了
」
が
削

除
さ
れ
て
い
く
過
程
を
顕
著
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
宋
江
た
ち
が
李
立
に
殺
さ
れ

か
け
た
翌
日
出
発
す
る
く
だ
り
で
あ
る
。

金　
　
　
　
　
　
：
到
得
本
州
、
呼
延
灼
便
遣　

韓
滔
彭

各
徃
陳
頴
二
州
起
軍
。

最
初
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
嘉
靖
本
の
「
了
」
が
他
本
で
は
「
得
」
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
嘉
靖
本
と
他

の
版
本
を
比
較
す
る
と
、
嘉
靖
本
の
「
了
」
が
他
の
語
に
置
き
換
え
ら
れ
る
、
も

し
く
は
削
除
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
特
に
第
五
十
五
回
に
お
い
て
顕

著
に
認
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
単
に
嘉
靖
本
と
他
本
の
間
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
容
與
堂
本
以
降
も
、「
了
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
く
。

ま
ず
第
二
回
９
ａ
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
王
進
の
逃
亡
を
聞
い
た
高

の
反
応
で
あ

る
。

容　
　
　
　

：
高
太
尉
見
告
了
大
怒
道

無
・
徳
・
金
：
高
太
尉
見
告　

大
怒
道

こ
こ
で
は
無
窮
会
蔵
本
段
階
で
「
了
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
第

二
十
回
４
ａ
の
例
で
は
、
削
除
さ
れ
る
の
は
金
聖
歎
本
段
階
に
な
る
。
林
冲
の
妻

の
死
を
知
っ
た
晁
蓋
た
ち
の
反
応
で
あ
る
。

容
・
無
・
芥
・
神
：
晁
蓋
等
見
説
了
、
悵
然
嗟
嘆
。

金　
　
　
　
　
　

：
晁
蓋
等
見
説
、　

悵
然
嗟
嘆
。

ま
た
、「
了
」
は
一
方
的
に
削
除
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
第
三
十
回
14
ａ
、



三
一

『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究

②
話
法
の
問
題

こ
こ
で
、
本
節
冒
頭
に
掲
げ
た
第
五
十
五
回
の
事
例
に
戻
っ
て
み
よ
う
。
嘉
靖

本
に
存
在
し
た
「
了
」
が
容
與
堂
本
以
下
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
の
は
、
白
話
文

に
お
け
る
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
の
摸
索
過
程
で
生
じ
た
数
多
い
改
変
の
典
型
的
な
事

例
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
で
は
、
金
聖
歎
本
段
階
で
「
呼
延
灼
便

道
韓
滔
彭

各
徃
陳
頴
二
州
起
軍
」
が
「
呼
延
灼
便
遣
韓
滔
彭

各
徃
陳
頴
二
州

起
軍
」
に
改
め
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
は
、
梁
山
泊
討
伐
を
命
ぜ
ら
れ
た
呼
延
灼
が
、
副
将
の
韓
滔
と
彭

に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
で
あ
る
陳
州
・
頴
州
に
戻
っ
て
、
手
勢
を
率
い
て
来
る
よ
う
に

命
ず
る
場
面
で
あ
る
。『
水
滸
傳
』
に
お
け
る
「
道
」
は
、
直
接
話
法
に
よ
り
セ

リ
フ
を
導
く
こ
と
を
機
能
と
す
る
動
詞
で
あ
る
。
従
っ
て
、
嘉
靖
本
・
容
與
堂
本

以
下
の
各
本
は
、「
そ
こ
で
呼
延
灼
は
言
っ
た
。『
韓
滔
・
彭

は
そ
れ
ぞ
れ
陳
・

頴
の
二
州
に
行
っ
て
軍
を
起
こ
せ
』」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
問
題
点
は
明
ら
か

で
あ
る
。
い
か
に
配
下
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
同
格
の
韓
滔
・
彭

を
呼
延
灼
が
呼
び

捨
て
に
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
セ
リ
フ
で
あ
れ
ば
、
当
然
依
頼
の
口

調
を
取
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
道
」
以
下
は
セ
リ
フ
の
内
容
を
地
の
文
で

ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
は
間
接
話
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

金
聖
歎
本
は
「
道
」
を
「
遣
」
に
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
そ
こ
で
呼
延
灼
は

韓
滔
・
彭

に
そ
れ
ぞ
れ
陳
・
頴
の
二
州
に
行
っ
て
軍
を
起
こ
さ
せ
た
」
と
、
通

常
の
地
の
文
に
書
き
換
え
て
不
自
然
さ
を
払
拭
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
混
在
は
、
や
は
り
嘉
靖
本
・
容
與
堂
本
に

お
い
て
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
『
水
滸
傳
』
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
白
話
小
説
、
更
に
は
一
部
の
演
劇
テ
キ

容　
  　

　
　
　
：
在
家
裡
過
了
一
夜
、
次
日
又
安
排
了
酒
食
管
待
了
、
送
出
包
裹
、

還
了
宋
江
。

無
・  

芥
・
神
・
金
：
在
家
裏
過
了
一
夜
、
次
日
又
安
排　

酒
食
管
待　

、
送
出
包
裹
、

還
了
宋
江
。

以
上
は
ほ
ん
の
一
部
分
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
種
の
事
例
は
枚
挙
に
暇
な
い
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
助
詞
「
了
」
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
摸
索
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
嘉
靖
本
に
多
く
の
「
了
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
完
了
し
た
動
作
に
は
基
本
的
に
「
了
」
を
つ
け
る
と
い
う
傾
向
が
存

在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
靖
本
と
の
比
較
か
ら
見
て
、
容
與

堂
本
段
階
で
か
な
り
の
「
了
」
が
削
除
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
残
存
す
る
も
の
は

多
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
段
階
的
に
削
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、金
聖
歎
本
に
至
っ

て
か
な
り
少
数
に
な
る
に
至
る
。
た
だ
、
そ
の
方
向
性
は
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、

逆
に
「
了
」
が
追
加
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
こ
と
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
水
滸
傳
』
の
本
文
に
は
版
を
改
め
る
ご
と
に
細
か
い
書
き
換

え
が
施
さ
れ
て
き
た
。
更
に
い
え
ば
、
同
版
で
あ
っ
て
も
、
容
與
堂
本
の
中
国
国

家
図
書
館
所
蔵
本
と
内
閣
文
庫
所
蔵
本
の
間
に
は
か
な
り
の
違
い
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
場
合
は
、
同
じ
版
木
を
印
刷
す
る
ご
と
に
細
か
い
修
正
作
業
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
作
業
が
倦
む
こ
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
、
本

文
の
面
に
お
い
て
も
、
や
は
り
「
あ
る
べ
き
姿
」
が
摸
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
雄

弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
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う
に
、
直
接
話
法
の
部
分
に
は
「  

」
を
つ
け
て
し
ま
え
ば
そ
れ
で
処
理
す
る
こ

と
も
可
能
だ
が
、
当
時
は
そ
う
し
た
符
号
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
句
読

点
自
体
、
明
代
に
お
い
て
読
者
層
が
拡
大
し
た
結
果
、
読
解
を
容
易
な
ら
し
め
る

た
め
に
表
面
に
現
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
批
点
」
の
存
在
を
題
名
に
掲
げ
て
宣

伝
文
句
と
す
る
の
は
比
較
的
教
養
の
低
い
層
を
対
象
と
し
た
書
物
で
あ
っ
て
、
プ

ラ
イ
ド
の
高
い
知
識
人
は
、
む
し
ろ
句
読
点
の
あ
る
書
物
は
軽
蔑
し
て
い
た
に
違

い
な
い
。

白
話
が
書
記
言
語
と
し
て
自
立
す
る
た
め
に
は
、
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
峻

別
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
容
與
堂
本
に
お
い
て
は
、

以
下
の
文
が
あ
る
人
物
の
発
話
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
と
し
て
「
道
」
を
固
定

し
、
直
接
話
法
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
手
法
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
き
な

進
歩
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
直
接
話
法
と
間
接
話
法
が
混
在
す
る
部
分
は

多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
次
第
に
改
め
ら
れ
て
い
く
過
程
は
、
各
本
の
間
で

は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
も
そ
の
事
例
は
多
数
に
の
ぼ
り
、
一
部
は
す
で

に
「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」
で
例
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
改
め
て
主
要
な
も

の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
第
三
十
五
回
6
ｂ
、
宋
江
一
行
が
闘
っ
て
い
る
呂
方
・
郭

盛
を
仲
直
り
さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。

容
・  
無　
　

：
宋
江
把
上
件
事
都
告
訴
了
、　　
　
　
　
　
　
　

就
與
二
位
勸
和

如
何
。
二
位
壮
士
大
喜
。

天
理  

・
内　

：
宋
江
道
、
我
□
□
□
□
□
□　
　
　
　
　
　
　
　

就
與
二
位
勸
和

如
何
。
二
位
壮
士
大
喜
。

四　

  　
　
　

：
宋
江
道
、
我
久
聞
壮
士
英
名
、　　
　
　
　
　
　

就
與
二
位
勸
和

ス
ト
に
も
同
様
の
事
例
は
数
多
く
存
在
す
る
。
な
ぜ
こ
う
し
た
不
自
然
な
表
現
が

現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
白
話
文
学
が
全
般
に
藝
能
に
由
来
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
と
い
う
よ
り
、「
白
話
」
と
い
う
言
語
自
体
が
、
口
頭
言
語
の
文
字
化
と
い

う
意
識
の
も
と
に
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
口
頭
語
に
お
け
る
表
現
が

必
然
的
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
と
い
う
方
が
正
確
か
も
し
れ
な

い
。
口
頭
で
語
る
場
合
、
あ
る
人
物
の
発
話
に
つ
い
て
、
当
初
は
間
接
話
法
で
第

三
者
の
立
場
で
語
っ
て
い
た
も
の
が
、
次
第
に
語
り
の
中
の
人
物
に
同
化
し
て
直

接
話
法
に
移
行
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
我
々
が
日
常
の
会
話
に
お
い
て
も
し

ば
し
ば
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
聞
き
手
は
格

別
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
は
な
い
。
特
に
藝
能
の
語
り
に
お
い
て
、
間
接
話
法
が

突
然
直
接
話
法
に
転
じ
た
と
し
て
も
、
語
り
手
で
あ
る
藝
人
が
巧
み
に
登
場
人
物

の
声
色
を
用
い
て
セ
リ
フ
と
し
て
語
っ
た
な
ら
、
聞
き
手
の
理
解
に
は
何
ら
問
題

は
生
じ
ず
、
む
し
ろ
緩
急
自
在
の
語
り
と
し
て
興
を
感
じ
る
に
違
い
な
い
。
こ
れ

も
ま
た
、
今
日
の
落
語
な
ど
の
藝
能
の
場
で
常
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

中
国
に
限
ら
ず
、
世
界
各
地
の
口
承
藝
能
、
更
に
は
そ
の
直
接
的
な
文
字
化
に
お

い
て
は
、
広
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
間
接
話
法
と
直
接
話
法
の
混
在
は
、
初
期
の
白
話
文
が
口
頭
言
語
の

写
し
と
い
う
意
識
の
も
と
に
発
生
し
た
以
上
、
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
文
字
の
形
で
読
め
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
不
可
解
な
表

現
と
な
る
。
つ
ま
り
、
三
次
元
に
お
け
る
音
声
に
よ
る
言
語
と
、
二
次
元
に
お
け

る
文
字
に
よ
る
言
語
と
の
間
の
受
容
の
相
違
が
表
面
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
今
日
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ば
落
語
の
筆
録
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
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そ
の
ま
ま
襲
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
種
の
改
変
は
金
聖
歎
本
段
階
で
施
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
か
な
り
の
部
分
が
改
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
、
こ
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
北
京
本
以
外
の
容
與
堂
本
に
は
異
な
る
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

ず
、
北
京
本
と
同
版
と
考
え
ら
れ
る
内
閣
文
庫
本
に
お
い
て
は
、「
宋
江
把
上
件

事
都
告
訴
了
」
を
「
宋
江
道
、
我
」
と
し
て
、
そ
の
後
に
六
字
分
の
空
白
が
続
く
。

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
セ
リ
フ
と
思
わ
れ
る
部
分
を
直
接
話
法
に
書
き
換
え
る
た
め
、

「
宋
江
」
の
後
に
以
下
が
発
話
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
で
あ
る
「
道
」
を
加
え
、

主
語
の
「
我
」
を
加
え
る
と
い
う
最
も
簡
便
な
手
段
を
取
っ
た
結
果
で
あ
る
。
そ

の
た
め
「
把
上
件
事
都
告
訴
了
」
を
す
べ
て
削
除
し
、
六
字
に
及
ぶ
空
白
が
生
じ

て
し
ま
っ
た
が
、
北
京
本
と
同
じ
版
木
に
手
を
加
え
て
い
る
以
上
、
芥
子
園
本
以

下
の
よ
う
に
大
幅
に
改
変
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
や
む
を
え
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
こ
れ
は
、
内
閣
文
庫
本
と
芥
子
園
本
以
下
の
諸
本

の
間
に
は
影
響
関
係
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
異
板
で
あ
る
天
理
本
も
内
閣
文
庫
本
と
全
く
本
文
を
持
つ
。「『
水
滸
傳
』

諸
本
考
」
で
論
じ
た
よ
う
に
、
天
理
本
は
北
京
本
よ
り
前
の
段
階
の
本
文
を
覆
刻

し
た
も
の
に
、
内
閣
文
庫
本
を
参
考
に
し
て
手
を
加
え
た
テ
キ
ス
ト
と
推
定
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
は
内
閣
文
庫
本
に
従
っ
て
改
変
し
た
と
い
う
こ
と
で
説
明
可

能
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
四
知
館
本
で
あ
る
。
四
知
館
本
は
、
通
常
天
理
本
と

同
じ
本
文
を
持
つ
が
、こ
こ
で
は
珍
し
く
「
宋
江
道
」
の
後
に
「
我
久
聞
壮
士
英
名
」

と
い
う
全
く
独
自
の
本
文
が
あ
る
。
四
知
館
本
は
、
容
與
堂
本
と
版
式
を
異
に
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
画
に
二
字
を
置
く
な
ど
の
改
変
に
基
づ
く
不
体
裁
な
要

素
ま
で
ほ
ぼ
天
理
本
と
一
致
す
る
点
か
ら
考
え
て
、
天
理
本
と
同
時
に
作
ら
れ
た

如
何
。
二
位
壮
士
大
喜
。

芥
・  
神
・
金
：
宋
江
把
上
件
事
都
告
訴
了
、　

便
道
、
既
幸
相
遇
就
與
二
位
勸
和

如
何
。
兩
箇
壮
士
大
喜
。

容
與
堂
本
（
北
京
本
）
と
無
窮
会
蔵
本
は
直
訳
す
れ
ば
「
宋
江
は
以
上
の
こ
と

を
す
べ
て
伝
え
る
と
、
お
二
人
に
仲
直
り
を
勧
め
て
は
い
か
が
。
お
二
人
の
壮
士

は
大
変
喜
び
」
と
な
る
。
地
の
文
に
突
然
「
就
與
二
位
勸
和
如
何
」
と
い
う
明
ら

か
に
セ
リ
フ
と
思
わ
れ
る
文
が
続
き
、
そ
の
後
の
地
の
文
に
は
「
二
位
壮
士
」
と

い
う
セ
リ
フ
の
中
で
用
い
る
べ
き
語
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
非
常

に
不
自
然
な
文
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
芥
子
園
本
段
階
で
修
正
が
加
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
な
さ
れ
た
の
は

次
の
よ
う
な
改
変
で
あ
っ
た
。

1
、「
就
與
二
位
勸
和
如
何
」
と
い
う
明
ら
か
に
セ
リ
フ
と
思
わ
れ
る
部
分
の
前
に
、

以
下
が
発
話
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
「
道
」
を
加
え
る
。

2
、
お
そ
ら
く
い
き
な
り
「
就
」
で
始
ま
る
セ
リ
フ
が
出
る
の
は
唐
突
で
あ
る
と

判
断
し
た
た
め
、「
既
幸
相
遇
」
を
前
に
置
く
。

3
、「
把
上
件
事
都
告
訴
了
」
は
、「
了
」
で
終
わ
る
点
か
ら
考
え
て
、
以
上
の
動

作
が
終
了
し
た
上
で
次
の
動
作
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
、
以
下
の
叙
述
の

前
提
条
件
と
な
る
文
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
受
け
て
す
ぐ
次
の
動

作
が
発
生
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
便
」
を
「
道
」
の
前
に
置
く
。

こ
う
し
て
、
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
混
在
は
解
消
さ
れ
、
書
記
言
語
と
し
て

特
に
問
題
の
な
い
文
章
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
本
文
は
、
芥
子
園
本
か
ら
百
二
十

回
本
（
全
傳
本
）
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、
全
傳
本
に
依
拠
し
た
金
聖
歎
本
も
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報
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号

が
原
則
で
あ
り
、「
道
」
に
目
的
語
が
続
く
事
例
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
は
直

接
話
法
と
間
接
話
法
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ

で
は
無
窮
会
原
本
段
階
で
早
く
も
改
変
が
加
え
ら
れ
、「
兩
個
公
人
」
が
削
除
さ

れ
る
。
一
方
、
内
閣
文
庫
本
は
「
道
」
を
「
對
」
に
改
め
、「
你
」
を
「
道
我
」

と
一
画
に
二
字
並
列
で
無
理
に
入
れ
て
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
版

で
あ
る
関
係
上
、
で
き
る
だ
け
改
刻
箇
所
を
少
な
く
抑
え
て
修
正
し
よ
う
と
し
た

結
果
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
天
理
本
と
四
知
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
に
従
っ
て
修

正
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
四
知
館
本
は
一
画
二
字
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
四

知
館
本
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
今
後
の
課
題
と
な
る
）。
こ
こ
で
も
、
間
接

話
法
と
直
接
話
法
の
峻
別
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
直
接
・
間
接
の
別
を
明
示
す
る
追
加
・
削
除
も
行
わ
れ
る
。
第
二
十
六

回
16
ａ
、
西
門
慶
を
殺
す
べ
く
武
松
が
訪
問
す
る
く
だ
り
。

容
・
無　
　

：
唱
個
（
無
は
箇
）

、　
　

大
官
人
宅
上
在

芥
・
神
・
金
：
唱
箇　
　
　
　
　

、
問
道
大
官
人
宅
上
在

こ
れ
は
明
ら
か
に
セ
リ
フ
で
あ
る
「
大
官
人
宅
上
在

」
が
発
話
で
あ
る
こ
と

を
明
示
す
る
た
め
の
追
加
で
あ
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
直
接
・
間
接
の
別
が
不
明
確
な
た
め
に
、
摸
索
を
繰
り
返

す
こ
と
も
あ
る
。
第
四
十
八
回
15
ｂ
、楊
林
・
鄧
飛
の
消
息
を
聞
か
れ
た
石
勇
の
答
。

嘉
・
容　
　

：
石
勇
荅
道
、
説
起
宋
公
明
去
打
祝
家
莊
、
二
人
都
跟
去
。

無
・
芥
・
神
：
石
勇
答
言
、
説
起
宋
公
明
去
打
祝
家
莊
、
二
人
都
跟
去
。

同
文
の
翻
刻
本
を
、
天
理
本
と
同
時
に
改
変
し
た
（
つ
ま
り
両
者
の
作
業
は
連
繋

し
て
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
）
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
四
知
館
本
の

刊
行
者（
建
陽
の
書
坊
楊
氏
）は
、六
字
も
の
空
白
は
不
体
裁
で
あ
る
と
判
断
し
て
、

宋
江
の
セ
リ
フ
に
ふ
さ
わ
し
い
独
自
の
本
文
を
創
作
し
て
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
内
容
が
芥
子
園
本
以
下
と
全
く
異
な
る
こ
と
は
、
や
は
り
両
者
の
間
に
連
繋

が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
や
や
詳
し
く
見
て
き
た
の
は
、『
水
滸
傳
』
の
諸
本
が
刊
行
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
そ
の
都
度
行
わ
れ
た
作
業
を
具
体
的
に
再
現
す
る
た
め
で
あ
る
。
異
な

る
刊
行
者
が
、
同
じ
問
題
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
本
文
に
手
を
加

え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
白
話
文
学
を
取
り
扱
う
人
々
の
間
に
、
漠
然
と
で
は

あ
る
が
、
あ
る
べ
き
白
話
文
の
姿
と
い
う
も
の
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
あ
る

べ
き
姿
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
改
善
へ
の
努
力
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
同
様
の
事
例
を
あ
げ
よ
う
。
第
二
十
六
回
5
ａ
、
有
名
な
人
肉
饅
頭

の
く
だ
り
で
、
武
松
が
二
人
の
護
送
役
人
に
話
し
か
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

容　
　
　
　
　
　

：
武
松
道
、
兩
個
公
人
、
你
們
且
休
坐
了
。

天
理
・
内
・
四　

：
武
松
對
兩
個
公
人
道
、
我
們
且
休
坐
了
。

無
・
芥
・
神
・
金
：
武
松
道
、　
　
　
　
　

你
們
且
休
坐
了
。

「
兩
個
公
人
（
二
人
の
護
送
役
人
）」
と
い
う
言
葉
が
、
武
松
の
呼
び
か
け
の
セ

リ
フ
と
し
て
は
非
常
に
不
自
然
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。「
道
」
の
目

的
語
と
見
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、「
道
」
に
は
セ
リ
フ
が
直
接
続
く
の
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容
・  

無
：
特
引
索
超

䧟
坑
邉
來
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

這
里
一
邉
是
路
、

一
邉
是
澗
。
李
俊
棄
馬
跳
入
澗
中
去
了
、　　
　
　
　

口
裏
叫
道
、
前
面
走

的
是
宋
江
。
索
超
聽
了
、
不
顧
身
體
、
飛
馬
搶
過
陣
來
。

芥
・  

神
：
特
引
索
超

䧟
坑
邉
來
、索
超
是
箇
性
急
的
、那
裏
照
顧
這
裏
一
邉
是
路
、

一
邉
是
澗
。
李
俊
棄
馬
跳
入
澗
中
去
了
、
向
着
前
面
、
口
裏
叫
道
、
宋
公
明

哥
哥
快
走
。
索
超
聽
了
、
不
顧
身
體
、
飛
馬
搶
過
陣
來
。

金　

  　
：
特
引
索
超

䧟
坑
邉
來
、索
超
是
箇
性
急
的
、那
里
照
顧
那
里
一
邉
是
路
、

一
邉
是
澗
。
李
俊
棄
馬
跳
入
澗
中
去
了
、
向
着
前
面
、
口
裏
叫
道
、
宋
公
明

哥
哥
快
走
。
索
超
聽
了
、
不
顧
身
體
、
飛
馬
撞
過
陣
來
。

「
口
裏
叫
道
」
と
い
う
以
上
、
続
く
部
分
は
セ
リ
フ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
容
與
堂
本
・
無
窮
会
蔵
本
で
そ
こ
に
く
る
の
は
「
前
面
走
的
是
宋
江
」

と
い
う
一
文
で
あ
る
。
李
俊
が
宋
江
を
呼
び
捨
て
に
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
以

上
、
こ
れ
は
李
俊
の
発
言
内
容
を
地
の
文
で
述
べ
た
も
の
、
つ
ま
り
間
接
話
法
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
こ
の
文
が
発
話
を
導
く
「
道
」
に
続

く
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
も
直
接
話
法
と
間
接
話
法
が
混
在
し
て
い

る
一
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、芥
子
園
本
段
階
で
李
俊
の
セ
リ
フ
が
「
宋

公
明
哥
哥
快
走
」
と
い
う
発
話
と
し
て
自
然
な
も
の
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
単
な
る
話
法
の
整
理
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
叙
述
を
よ
り
自
然
な
も
の

に
す
る
と
い
う
、
文
学
的
水
準
の
向
上
に
つ
な
が
る
改
変
で
も
あ
る
。

そ
う
し
た
目
で
前
後
を
見
る
と
、
地
の
文
に
お
い
て
も
叙
述
を
よ
り
自
然
な
も

の
に
す
る
た
め
の
努
力
の
跡
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
容
與
堂
本
・
無
窮
会

蔵
本
に
お
い
て
は
、「
這
里
一
邉
是
路
、一
邉
是
澗
。
李
俊
棄
馬
跳
入
澗
中
去
了
（
こ

金　
　
　
　

：
石
勇　
　
　

説
起
宋
公
明
去
打
祝
家
莊
、
二
人
都
跟
去
。

「
説
起
」
は
地
の
文
の
口
調
で
あ
っ
て
セ
リ
フ
と
は
思
え
な
い
。
そ
こ
で
、
無

窮
会
原
本
段
階
で
「
答
道
」
が
「
答
言
」
に
改
め
ら
れ
る
。
発
話
を
導
く
「
道
」

が
な
く
な
れ
ば
間
接
話
法
に
な
る
と
い
う
前
提
に
よ
る
改
変
と
思
わ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
続
く
部
分
で
宋
江
の
こ
と
を
「
宋
公
明
」
と
字
で
い
う
の
は
、
通
常
地
の

文
で
は
な
く
セ
リ
フ
の
中
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
後
の
省
略
し
た
部

分
も
「
聴
得
報
來
説
、
楊
林
鄧
飛
俱
被
陷
在
那
里
（
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
楊
林

も
鄧
飛
も
あ
ち
ら
で
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
）」
と
い
う
口
頭
語
ら
し
い
調

子
に
な
る
。
そ
こ
で
金
聖
歎
本
は
「
答
言
」
を
削
除
し
て
し
ま
い
、「
説
起
」
を

石
勇
を
主
語
と
す
る
動
詞
と
見
な
し
て
、「
宋
公
明
」
以
下
を
セ
リ
フ
と
し
て
扱
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
金
聖
歎
本
段
階
に
な
る
と
、「
道
」
以
外
の
動
詞

も
発
話
を
導
く
も
の
と
な
り
う
る
と
い
う
方
向
に
変
化
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
る
。『
水
滸
傳
』
の
本
文
に
は
、
時
と
し
て
動
詞
が
二
重
に
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
、
金
聖
歎
は
こ
の
部
分
を
そ
う
し
た
事
例
の
一
つ
と
見
な
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

③
合
理
化
を
目
指
す
書
き
換
え

直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
混
在
を
整
理
す
る
過
程
で
、
セ
リ
フ
を
よ
り
自
然
な

も
の
に
書
き
換
え
る
と
い
う
動
き
も
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
本
文
の
合
理
化
と

い
う
側
面
を
持
つ
。
そ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
次
に
引
く
第
六
十
四
回
13
ｂ
、

宋
江
が
自
ら
お
と
り
に
な
り
、
李
俊
が
索
超
を
落
と
し
穴
へ
と
誘
導
す
る
場
面
の

例
で
あ
る
。
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徐
寧
が
「
時
遷
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
容
與

堂
本
が
「
時
遷
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、「
時
遷
に
た
ず
ね
る
に
は
」

と
い
う
形
で
間
接
話
法
が
混
入
し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
無
窮
会
原
本
段
階

で
、「
時
遷
」
は
セ
リ
フ
と
し
て
不
自
然
で
は
な
い
「
張
一
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
話
法
の
整
理
と
い
う
点
で
白
話
文
の
進
歩
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
同
時

に
、
ど
の
よ
う
な
語
が
セ
リ
フ
と
し
て
よ
り
自
然
な
も
の
で
あ
る
か
の
追
究
と
い

う
点
で
、
文
学
的
な
方
向
に
お
い
て
も
表
現
の
改
善
を
目
指
す
も
の
と
い
っ
て
よ

い
。こ

う
し
た
よ
り
自
然
で
洗
練
さ
れ
た
表
現
の
摸
索
、
つ
ま
り
文
学
的
な
意
味
に

お
い
て
よ
り
す
ぐ
れ
た
文
章
を
目
指
す
改
変
は
、
多
く
の
箇
所
に
認
め
ら
れ
る
。

さ
き
に
あ
げ
た
第
五
十
六
回
の
事
例
と
通
う
性
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
第
四

回
14
ｂ
、
魯
智
深
が
鍛
冶
屋
で
錫

を
注
文
す
る
く
だ
り
を
見
よ
う
。

容　

  　
　
　

：
王
待
詔
道
、
小
人
好
心
、　
　
　
　
　
　

只
可
打
條
四
五
十
斤
的

也
十
分
重
了
。

無　

  　
　
　

：　

待
詔
道
、
小
人
好
心
、　
　
　
　
　
　

只
可
打
條
四
五
十
斤
的

也
十
分
重
了
。

芥
・  

德
・
金
：　

待
詔
道
、
小
人
據
常
（
金
は
嘗
）
説
、
只
可
打
條
四
五
十
斤
的

也
十
分
重
了
。

「
王
待
詔
」
は
鍛
冶
屋
（「
待
詔
」
は
職
人
に
対
す
る
敬
称
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
以
前
に
彼
の
姓
が
王
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
な
い
。
中
国
の
白
話
小
説
に
お

い
て
は
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
紹
介
も
な
し
に
い
き
な
り
名
前
が
出
て
く
る
こ

こ
は
一
方
が
道
、
一
方
が
谷
川
で
し
た
。
李
俊
は
馬
を
棄
て
て
谷
川
の
中
に
飛
び

込
ん
で
い
き
ま
し
た
）」
と
い
う
叙
述
が
あ
る
が
、
地
形
の
叙
述
が
入
る
の
が
や

や
唐
突
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
芥
子
園
本
は
、「
索
超
是
箇
性
急
的
、那
裏
照
顧
」

を
前
に
追
加
し
て
、
道
と
谷
川
に
は
さ
ま
れ
て
道
が
狭
い
こ
と
な
ど
索
超
は
気
に

か
け
な
い
（
結
果
的
に
狭
い
道
に
仕
掛
け
ら
れ
た
落
と
し
穴
に
落
ち
る
こ
と
に
な

る
）
と
い
う
形
で
、
こ
の
叙
述
の
必
要
性
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
索
超
の
無
鉄

砲
さ
を
表
現
す
る
手
段
と
し
、
更
に
李
俊
が
「
前
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
」
と
す
る

こ
と
で
、
彼
が
索
超
か
ら
逃
れ
る
ふ
り
を
し
て
、
前
に
宋
江
が
い
る
と
い
う
形
で

索
超
を
罠
に
は
め
た
こ
と
を
示
し
、
改
変
の
結
果
削
除
さ
れ
た
「
前
面
走
的
是
宋

江
」
の
内
容
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
書
き
換
え
て
い
る
。
更
に
金
聖
歎
本

は
そ
れ
を
受
け
て
、「
飛
馬
搶
過
陣
來
」
を
「
飛
馬
撞
過
陣
來
」
と
改
め
、「
搶
（
踏

み
込
む
）」を「
撞（
ぶ
つ
か
る
）」と
い
う
よ
り
強
い
言
葉
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、

索
超
の
性
急
さ
を
更
に
強
調
す
る
方
向
に
書
き
換
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

全
体
に
状
況
の
合
理
化
と
索
超
の
性
格
表
現
と
い
う
二
つ
の
明
確
な
目
的
を
持
っ

て
書
き
換
え
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

合
理
化
と
い
う
点
で
は
、
第
五
十
六
回
12
ａ
の
例
が
興
味
深
い
。
徐
寧
が
捕
ら

え
た
時
遷
を
尋
問
す
る
場
面
で
あ
る
。

容　
　
　
　
　
　

：
徐
寧
問
道
、
時
遷
、
你
且
説
與
我
那
個
財
主
姓
名

無
・
芥
・
神
・
金
：
徐
寧
問
道
、
張
一
、
你
且
説
與
我
那
箇
財
主
姓
名

こ
こ
で
は
徐
寧
は
、
湯
隆
に
欺
か
れ
て
、
鴈
翅
甲
盗
難
の
犯
人
の
名
が
時
遷
だ

と
は
知
ら
ず
、
張
一
と
い
う
名
前
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
従
っ
て
、
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も
知
り
合
い
が
い
ま
す
か
ら
、
明
日
裁
判
沙
汰
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
も
う

大
赦
の
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
し
」
と
な
る
。
第
一
句
と
第
三
句
の
内
容
は
明
ら

か
に
重
複
し
て
お
り
、
ま
た
大
赦
の
こ
と
が
な
ぜ
出
て
く
る
か
も
わ
か
り
に
く
く
、

し
か
も
「
赦
宥
」
と
「
事
」
の
関
係
も
不
明
確
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
無
窮
会
原
本

段
階
で
、
第
三
句
に
あ
っ
た
「
也
不
妨
」
を
第
一
句
の
後
に
移
し
て
、
第
一
句
と

第
三
句
を
一
つ
に
ま
と
め
て
し
ま
い
、
更
に
第
三
句
の
前
に
「
況
（
ま
し
て
）」

を
加
え
て
、
各
句
の
論
理
的
関
係
性
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
「
赦
宥
」
の

後
に
「
的
」
を
加
え
て
、
こ
の
語
が
「
事
」
を
修
飾
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
意
味
は
明
快
に
な
っ
た
が
、
一
方
で
、
容
與
堂
本
の

本
文
か
ら
は
伝
わ
っ
て
く
る
孝
行
息
子
が
老
父
を
説
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
況

に
ふ
さ
わ
し
い
く
ど
い
口
調
は
失
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
語
り
の
忠

実
な
写
し
と
い
う
よ
り
、
読
み
物
と
し
て
意
味
を
間
違
い
な
く
理
解
で
き
る
方
向

へ
の
書
き
換
え
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
白
話
文
を
書
記
言
語

と
し
て
自
立
さ
せ
る
方
向
に
向
け
て
の
重
要
な
動
き
と
い
っ
て
よ
い
。

一
方
で
は
、
矛
盾
の
解
消
や
、
儀
礼
的
に
問
題
の
な
い
方
向
へ
の
改
変
も
認
め

ら
れ
る
。
第
三
十
五
回
8
ｂ
、
石
勇
が
柴
進
と
宋
江
以
外
に
は
頭
は
下
げ
な
い
と

い
う
部
分
で
、
石
勇
が
柴
進
に
は
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
言
っ
た
あ
と
の
部
分
で

あ
る
。

容　

  　
　
　
：
只
不
曾
見
得
宋
公
明
。
宋
江
道
、
你
曾
認
得
黒
三
郎

。
那
漢
道
、

你
既
説
起
、
我
如
今
正
要
去
尋
他
。

無　
　
　
　
：
只
不
曾
見
得
宋
公
明
。
宋
江
道
、
你
曾
認
得
黒
三
郎

。
那
漢
道
、

　
　
　
　
　
　
　

我
如
今
正
要
去
尋
他
。

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
、
無
窮
会
原
本
段
階
で
「
王
」
が
削
除
さ
れ
、
単

な
る
「
待
詔
」、
つ
ま
り
職
人
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
知
ら
な
い
は
ず
の
名
前
が

い
き
な
り
出
て
く
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の
書
き
換
え
と
い
う
点
で
は
第
五
十
六

回
の
事
例
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
が
、
両
者
の
大
き
な
違
い
は
、
こ
れ
が
セ
リ
フ

で
は
な
く
地
の
文
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
登
場
人
物
が
語
る
セ
リ
フ
の
み
な

ら
ず
、
叙
述
の
地
の
文
に
ま
で
配
慮
が
及
び
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

続
く
「
小
人
好
心
」
は
「
私
は
親
切
で
言
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
違
い
な

い
が
、
動
詞
を
欠
き
、
い
か
に
も
舌
足
ら
ず
な
表
現
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
芥
子
園

本
段
階
で
「
小
人
據
常
説
（
私
が
普
通
の
場
合
に
従
っ
て
も
の
を
言
う
な
ら
）」

と
い
う
自
然
と
思
わ
れ
る
言
い
回
し
に
改
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
よ
り
自
然
な
表
現

の
追
究
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
口
頭
語
で
あ
れ
ば
問
題
な
く
使
用
し
う
る
よ
う

な
崩
れ
た
言
い
回
し
を
、
文
字
で
読
ん
で
も
違
和
感
の
な
い
表
現
に
置
き
換
え
て

い
る
事
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

わ
か
り
に
く
い
表
現
を
明
快
な
も
の
へ
と
整
理
す
る
書
き
換
え
の
例
も
あ
る
。

こ
れ
も
一
種
の
合
理
化
と
い
え
よ
う
。
第
三
十
六
回
1
ｂ
、
宋
江
が
故
郷
に
帰
っ

て
父
に
対
面
す
る
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

容　
　
　
　
　
　

：
孩
兒
便

身
出
了
官
、　
　

縣
裏
府
上
都
有
相
識
、
明
日
便

　
　

吃
官
司
也
不
妨
。
已
經
赦
宥　

事
了
。

無
・
芥
・
神
・
金
： 

孩
兒
便

身
出
官
也
不
妨
、
縣
裏
府
上
都
有
相
識
、　
　
　

況
已
經
赦
宥
的
事
了
。

容
與
堂
本
を
直
訳
す
る
と
、「
私
が
役
所
に
自
首
し
て
出
た
ら
、
県
に
も
府
に
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こ
れ
は
、
宋
江
が
閻
婆
惜
を
殺
し
て
逃
亡
中
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る

が
、
宋
江
を
尊
敬
し
て
い
る
石
勇
の
言
葉
と
し
て
は
、「
在
逃
（
逃
亡
中
）」
と
い

う
の
は
非
礼
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、「
在
外
」
と
い
う
あ
た
り
さ
わ
り
の
な

い
言
葉
に
書
き
換
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

④
重
複
の
解
消

右
で
述
べ
た
よ
う
な
重
複
を
避
け
る
た
め
の
書
き
換
え
の
例
は
非
常
に
多
い
。

ま
ず
第
十
八
回
13
ｂ
、
晁
蓋
一
味
が
逃
亡
し
た
こ
と
を
聞
い
た
知
県
の
セ
リ
フ
を

見
よ
う
。

容　
　
　
　
　
　

：
知
縣
道
、
説
道
他
家
莊
客
也
都
跟
着
走
了
。

無
・
芥
・
神
・
金
：
知
縣
道
、
説　

他
家
莊
客
也
都
跟
着
走
了
。

「
道
」
は
原
則
と
し
て
発
話
を
導
く
記
号
で
あ
る
た
め
、「
知
県
道
説
道
」
は
「（
知

県
が
）
言
っ
た
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
こ
れ
は
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
の
書
き
換
え
、
つ
ま
り
意
味
を
明
快
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
例
は
性
格

を
異
に
す
る
。
第
二
十
三
回
13
ｂ
、
武
松
が
虎
を
退
治
し
た
後
の
く
だ
り
で
あ
る
。

容　
　
　
　
　
　

：
將
出
上
戸
輳
的
賞
賜
錢
一
千
貫
、
賞
賜
與
武
松
。

無
・
芥
・
神
・
金
：
將
出
上
戸
輳
的
賞
賜
錢
一
千
貫
、
給　

與
武
松
。

こ
こ
で
は
特
に
誤
解
の
恐
れ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、続
け
て
二
回
「
賞

芥
・
神
・
金
：
只
不
曾
見
得
宋
公
明
。
宋
江
道
、
你
便
要
認
黒
三
郎

。
那
漢
道
、

　
　
　
　
　
　
　

我
如
今
正
要
去
尋
他
。

前
に
「
只
不
曾
見
得
宋
公
明
（
宋
公
明
に
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
）」
と
言
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、「
你
曾
認
得
黒
三
郎
（
黒
三
郎
〔
宋
江
の
こ
と
〕
を
見
知
っ

て
い
る
の
か
）」
と
た
ず
ね
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
続
く
宋
江
の
弟

の
宋
清
か
ら
手
紙
を
預
か
っ
て
い
る
と
い
う
話
題
を
引
き
出
す
た
め
の
、
い
わ
ば

技
術
的
な
セ
リ
フ
で
あ
っ
て
、
削
除
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、

芥
子
園
本
段
階
で
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
「
你
便
要
認
黒
三
郎

（
黒
三
郎
と
知
り

合
い
に
な
り
た
い
か
）」
と
書
き
換
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
た
石
勇
（
こ
こ
で

は
ま
だ
名
が
明
か
さ
れ
な
い
の
で
「
那
漢
」
と
な
っ
て
い
る
）
の
セ
リ
フ
の
最
初

の
句
、「
你
既
説
起
」
は
無
窮
会
原
本
段
階
で
削
除
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
実
は
こ
の
や
り
と
り
に
先
立
つ
宋
江
の
セ
リ
フ
に
「
你
既
説
起
這
兩
個
人
」

と
い
う
同
じ
文
句
が
あ
っ
た
た
め
、
重
複
を
厭
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ

る
。
同
一
の
語
句
が
近
接
し
て
重
複
す
る
こ
と
を
嫌
う
の
は
、
お
そ
ら
く
は
近
体

詩
に
親
し
ん
だ
知
識
人
の
心
性
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
臧
懋
循
が
『
元
曲
選
』

を
編
集
す
る
に
当
た
っ
て
行
っ
た
曲
辞
の
校
訂
に
は
こ
の
種
の
事
例
が
多
数
認
め

ら
れ
る
。

更
に
、
続
く
く
だ
り
に
は
次
の
よ
う
な
書
き
換
え
が
あ
る
。

容
・
無　
　

：
又
聽
得
説
道
爲
事
在
逃

芥
・
神
・
金
：
又
聽
得
説
道
爲
事
出
外



三
九

『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究

で
は
な
い
。
第
四
十
六
回
5
ａ
の
例
を
見
よ
う
。
楊
雄
と
石
秀
が
、
潘
巧
雲
を
殺

す
た
め
翠
屏
山
に
連
れ
込
む
く
だ
り
で
あ
る
。

容　

  　
　
　
　
　

：
都
是
人
家
的
亂
墳
、
上
面　
　
　
　
　
　
　
　
　

並
無
菴
舍

寺
院
、
層
層
盡
是
古
墓

無
・  

芥
・
神
・
金
：
都
是
人
家
的
亂
墳
、
上
面
一
望
盡
是
青
草
白
楊
、
並
無
菴
舍

寺
院

容
與
堂
本
で
は
、
前
に
「
都
是
人
家
的
亂
墳
」
と
い
い
、
後
に
「
盡
是
古
墓
」

と
い
っ
て
、「
墓
ば
か
り
」
と
い
う
同
じ
意
味
の
こ
と
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
後
者
を
削
除
し
、
そ
れ
で
は
「
上
面
」
以
下
が
軽
く
な
り
す
ぎ
る
（
字

数
が
大
幅
に
変
わ
る
と
ま
ず
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
の
で
、

か
わ
っ
て
そ
こ
に
あ
っ
た
「
盡
是
」
を
活
か
し
て
「
一
望
盡
是
青
草
白
楊
」
と
い

う
一
句
を
「
上
面
」
の
後
に
加
え
た
。
こ
の
改
変
に
よ
り
、
続
く
惨
劇
に
ふ
さ
わ

し
い
荒
涼
と
し
た
雰
囲
気
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
文
学
的
効
果
を

狙
っ
た
高
度
な
改
変
の
事
例
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
種
の
変
化
の
ほ
と
ん
ど
が
、
無
窮
会
蔵
本
に
お
い
て
す
で
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
改
変
は
無
窮
会
原
本
段
階
、
つ
ま
り
か
な
り
早
い
時
期

に
組
織
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
容
與
堂
本
段
階
の
本
文
に
加
え
ら

れ
た
改
変
の
第
一
歩
は
、
目
に
付
く
重
複
の
解
消
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

同
時
に
修
辞
的
な
意
識
に
基
づ
く
改
変
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
早
い
時
期
か
ら
、

修
辞
的
な
方
向
で
も
白
話
文
の
あ
る
べ
き
姿
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

賜
」
と
い
う
単
語
が
現
れ
る
こ
と
は
、
文
章
表
現
上
望
ま
し
く
な
い
。
つ
ま
り
、

こ
の
書
き
換
え
は
修
辞
的
な
目
的
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う

考
え
る
と
、
第
十
八
回
の
事
例
も
、「
道
」
の
重
複
を
避
け
る
た
め
の
改
変
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
前
節
最
後
に
あ
げ
た
石
勇
の
セ
リ
フ
に
は
各
本
と
も
「
聽

得
説
道
」
と
あ
り
、「
説
道
」
と
い
う
語
の
使
用
自
体
は
は
必
ず
し
も
忌
避
さ
れ

て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

同
様
の
例
は
多
い
。
第
三
十
八
回
8
ｂ
の
宋
江
が
江
州
で
長
江
を
眺
め
る
場
面

を
あ
げ
よ
う
。

容　

  　
　
　

：
宋
江
縱
目
一
觀
看
那
江
上
景
致
時
、
端
的
是
景
致
非
常
、
但
見

…
…

無
・  

芥
・
神
：
宋
江
縱
目　

觀
看
那
江　
　
　

時
、
端
的
是
景
致
非
常
、
但
見

…
…
（
金
に
は
な
し
）

続
く
第
三
十
九
回
6
ａ
の
無
爲
軍
の
こ
と
を
述
べ
る
場
面
。

容　
　
　
　
　
　

：
江
州
對
岸　

有
個
去
處
、
喚
做
無
爲
軍
、
却
是
個
野
去
處

無
・
芥
・
神
・
金
：
江
州
對
岸
另
有
箇
城
子
、
喚
做
無
爲
軍
、
却
是
箇
野
去
處

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
「
景
致
」「
去
處
」
と
い
う
語
の
重
複
を
避
け
る
た
め
の

改
変
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
近
接
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
同
一
の
語
彙
を
書
き
換
え
て
い
る
例

は
多
い
が
、
重
複
の
解
消
は
、
こ
う
し
た
単
純
な
方
法
で
の
み
試
み
ら
れ
る
わ
け
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」
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芥
子
園
本
は
こ
の
部
分
を
欠
く
。
ま
た
、
神
山
本
も
こ
の
部
分
を
欠
く
た
め
、
同

じ
全
傳
本
に
属
す
る
徳
山
毛
利
家
旧
蔵
本
を
使
用
す
る
。

容　

  　

：
且
説
太
尉
洪
信
賫
擎
御
書
丹
詔
、
一
行
人
從
、
上
了
路
途
。
夜
宿
郵
亭
、

朝
行
驛

、
遠
程
近
接
、
渇
飲
飢
餐
、
不
止
一
日
、
來
到
江
西
信
州

無
・
德
：
且
説
太
尉
洪
信
齎
擎
御　
　

詔
、
一
行
人
從
、
上
了
路
途
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
止
一
日
、
來
到
江
西
信
州

金
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
止
一
日
、
來
到
江
西
信
州

「
夜
宿
郵
亭
、
朝
行
驛

、
遠
程
近
接
、
渇
飲
飢
餐
」
と
い
う
の
は
、
旅
行
を

示
す
定
型
表
現
で
あ
り
、「
曉
行
夜
住
、
渇
飲
飢
餐
」
と
い
っ
た
形
で
、『
兒
女
英

雄
傳
』『
三
俠
五
義
』
な
ど
清
代
の
小
説
に
ま
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

言
い
回
し
は
、
通
常
「
飢
（
饑
）
餐
（

）
渇
飲
、
夜
宿
（
住
）
曉
行
」
と
い
う

形
で
、
第
七
十
一
回
ま
で
に
こ
こ
を
除
い
て
十
箇
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
無
窮
会
蔵
本
以
降
の
テ
キ
ス
ト
に
は
存
在
し
な
い
。
こ

れ
は
、
無
窮
会
原
本
段
階
で
こ
の
表
現
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
表
現
は
、
口
頭
で
演
じ
ら
れ
る
藝
能
の
場
に
お
い
て
、
旅
に
出
た
こ
と
を

述
べ
た
後
、
い
き
な
り
到
着
後
の
話
に
移
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
た
め
、
途
中

の
道
程
を
示
す
定
型
表
現
を
入
れ
て
間
を
持
た
せ
て
い
た
こ
と
の
反
映
と
見
ら
れ

る
。
そ
れ
が
無
窮
会
原
本
、
つ
ま
り
容
與
堂
本
に
す
ぐ
続
く
段
階
で
す
べ
て
削
除

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
読
む
上
で
は
不
必
要
な
か
つ
陳
腐
な
も
の
と
感

じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、や
は
り
無
窮
会
原
本
段
階
で
「
御

更
に
も
う
一
例
、
興
味
深
い
事
例
を
あ
げ
よ
う
。
第
五
十
七
回
6
ａ
、
梁
山
泊

に
敗
れ
て
単
騎
脱
出
し
た
呼
延
灼
の
独
白
で
あ
る
。

容　
　
　
　
　
　

：
今
日
閃
得
我
有
家
難
奔
、
有
國
難
投
、
却
是
去
投
誰
好

無
・
芥
・
神
・
金
：
今
日
閃
得
如
此
、　　
　
　
　
　
　

 　

却
是
去
投
誰
好

「
投
」
字
が
重
複
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
改
変
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
も

と
よ
り
そ
れ
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
改
変
に
は
も
う
一
つ
の
意
味
が
あ
る
。「
有

家
難
奔
、
有
國
難
投
」
は
、
元
雑
劇
な
ど
で
頻
用
さ
れ
る
定
型
表
現
で
あ
る
。
こ

の
種
の
対
句
に
よ
る
定
型
表
現
は
、
演
劇
や
藝
能
に
お
い
て
は
、
一
つ
に
は
対
句

の
使
用
に
よ
り
セ
リ
フ
を
美
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
も
う
一
つ
に
は
セ
リ
フ
を

聞
き
落
と
し
や
す
い
実
演
の
場
で
聴
衆
に
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
、
非
常
に
よ

く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
嘉
靖
本
・
容
與
堂
本
に
は
、
こ
の
種
の

定
型
表
現
が
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
無
窮
会
蔵
本
以
降
、
大

幅
に
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
第
五
十
七
回
の
改
変
は
、「
投
」

の
重
複
回
避
と
と
も
に
、
定
型
表
現
を
も
削
除
す
る
と
い
う
、
二
重
の
目
的
を
持

つ
措
置
で
あ
っ
た
。

⑤
定
型
表
現
の
削
除

右
の
例
に
あ
っ
た
よ
う
な
定
型
表
現
の
削
除
は
、『
水
滸
傳
』
全
篇
に
お
い
て

認
め
ら
れ
る
。
削
除
は
無
窮
会
原
本
段
階
に
始
ま
り
、
金
聖
歎
本
に
お
い
て
ほ
ぼ

完
結
す
る
。
第
一
回
の
は
じ
め
の
部
分
に
お
い
て
、
早
速
そ
の
典
型
的
な
事
例
が

出
現
す
る
。
第
一
回
2
ｂ
、
洪
太
尉
が
龍
虎
山
に
向
か
う
く
だ
り
で
あ
る
。
な
お
、
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「

敲
金
鐙
響
、
齊
唱
凱
歌
回
」
は
、
全
相
平
話
や
元
雑
劇
以
来
、
非
常
に
多

く
用
い
ら
れ
る
勝
利
の
定
型
表
現
で
あ
る
。
容
與
堂
本
で
は
第
七
十
一
回
ま
で
に

三
度
見
ら
れ
る
が
、
第
五
十
回
以
外
の
二
例
は
い
ず
れ
も
無
窮
会
原
本
段
階
で
削

除
さ
れ
て
い
る
。

定
型
表
現
の
削
除
は
、
こ
う
し
た
対
句
形
式
の
決
ま
り
文
句
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
第
五
十
回
6
ａ
に
お
い
て
、
容
與
堂
本
に
は
見
え
る
「
話
休
絮
繁
、

一
是
祝
家
莊
當
敗
、
二
乃
惡
貫
滿
盈
、
早
是
祝
家
莊
坦
然
不
疑
」
が
無
窮
会
蔵
本
・

芥
子
園
本
・
百
二
十
回
諸
本
・
金
聖
歎
本
の
す
べ
て
に
見
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
の

種
の
運
命
論
的
な
予
言
口
調
が
忌
避
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
種
の
改
変
は
、
言
い
回
し
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
及
ぶ
。
第
六
十
一
回
1
ｂ
、

呉
用
が
盧
俊
義
を
罠
に
は
め
る
た
め
に
出
発
す
る
に
当
た
っ
て
同
行
者
を
募
る
場

面
を
見
よ
う
。

容　

  　
　
　
　
　

：
説
猶
未
了
、
只
見

下
一
箇
人
高
聲
叫
道
、
軍
師
哥
哥
、
小

弟
與
你
走
一
遭
。
吳
用
大
笑
。
那
人
是
誰
。
却
是
好
漢
黑
旋
風
李
逵

無
・  

芥
・
神
・
金
：
説
猶
未
了
、
只
見
黒
旋
風
李
逵
高
聲
叫
道
、
軍
師
哥
哥
、
小

弟
與
你
走
一
遭
。

容
與
堂
本
は
、「
一
箇
人
」、
つ
ま
り
あ
る
人
物
が
現
れ
、
そ
れ
は
誰
か
と
気
を

持
た
せ
て
お
い
て
、
後
で
そ
の
正
体
を
明
か
す
と
い
う
形
を
取
っ
て
お
り
、
講
釈

に
お
い
て
聴
衆
の
気
を
持
た
せ
る
た
め
の
手
法
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
部
分
が
他
本
で
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
実
は
『
三
國
志
演
義
』
に
お
い

て
は
、
古
形
を
伝
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
葉
逢
春
本
に
な
か
っ
た
こ
の
種
の
表
現

書
丹
詔
」
が
「
御
詔
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
口
頭
語
と
し
て
の
安
定

を
求
め
て
四
音
節
単
位
だ
っ
た
原
型
か
ら
、
読
む
上
で
は
無
用
の
文
字
を
排
除
し

て
、
不
可
欠
の
二
文
字
の
み
に
削
減
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
金
聖
歎
本

で
は
出
発
と
旅
行
の
叙
述
す
べ
て
が
不
必
要
な
も
の
と
し
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。

第
三
十
四
回
5
ａ
に
見
ら
れ
る
次
の
事
例
も
、
こ
れ
と
同
じ
類
型
に
属
す
る
改

変
と
い
っ
て
よ
い
。
花
栄
が
叛
逆
し
た
と
聞
い
た
秦
明
の
反
応
で
あ
る
。

容　

  　
　
　
　
　

：
秦
明
見
説
反
了
花
榮
、
便
怒
從
心
上
起
、
惡
向
膽
邊
生
、

氣
忿
忿
地
上
馬
。

無
・ 

芥
・
神
・
金
：
秦
明
見
説
反
了
花
榮
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

怒
忿
忿
地
上
馬
。

「
怒
從
心
上
起
、
惡
向
膽
邊
生
」
は
、
怒
り
を
示
す
定
型
表
現
で
あ
る
。
容
與

堂
本
に
は
第
七
十
一
回
ま
で
に
五
回
こ
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
第
三
十
一
・
五
十
七
回
の
二
例
を
除
く
三
例
が
無
窮
会
原
本
段
階
で
削
除
さ
れ

て
い
る
。

更
に
第
五
十
四
回
12
ａ
、
高
廉
を
打
ち
破
っ
た
あ
と
の
く
だ
り
に
も
同
様
の
事

例
が
見
ら
れ
る
。

嘉
・  

容　
　
　
　

：
所
過
州
縣
秋
毫
無
犯
。

敲
金
鐙
嚮
（
容
は
響
）、
齊
唱
凱

歌
回

無
・
芥
・
神
・
金
：
所
過
州
縣
秋
毫
無
犯
。
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こ
こ
で
、
現
実
に
用
い
ら
れ
て
い
た
講
釈
師
の
種
本
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
「
全
相
平
話
」
や
『
淸
平
山
堂
話
本
』
所
収
の
小
説
の
一
部
が
拙
い
文
言
と

舌
足
ら
ず
の
白
話
の
混
合
体
か
ら
な
る
一
方
で
、
講
釈
の
現
場
か
ら
離
れ
て
、
紙

面
の
上
で
講
釈
の
語
り
の
再
現
を
試
み
た
で
あ
ろ
う
『
水
滸
傳
』
は
口
頭
の
語
り

に
は
る
か
に
近
い
文
体
を
有
す
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
が
発
生
す
る
。
そ
の
際
、

作
者
は
実
際
の
語
り
を
想
定
し
て
、
そ
れ
を
文
字
に
移
す
つ
も
り
で
文
章
を
綴
る

こ
と
に
よ
り
、「
白
話
文
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
を
作
り
上
げ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
口
頭
言
語
は
規
範
的
な
文
法
に
厳
密
に
従
う
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

語
彙
の
重
複
使
用
も
避
け
が
た
い
。
更
に
、
模
範
と
し
た
藝
能
の
語
り
に
は
、
当

然
な
が
ら
成
語
の
使
用
や
美
文
の
挿
入
な
ど
の
不
要
な
要
素
が
伴
う
。
容
與
堂
本

で
は
ま
だ
多
数
残
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
ま
ず
無
窮
会
原
本
段
階
で
大

幅
に
削
除
さ
れ
、
そ
の
後
、
美
文
の
削
除
と
い
う
点
で
は
芥
子
園
本
（
遺
香
堂
本
）

と
一
連
の
百
二
十
回
本
に
お
け
る
逆
行
も
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
藝
能
的
要

素
の
払
拭
と
い
う
方
向
に
事
態
は
進
展
し
、
金
聖
歎
本
に
至
っ
て
藝
能
の
名
残
は

ほ
ぼ
完
全
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
嘉
靖
本
・
容
與
堂
本
が
抱
え

て
い
た
書
記
言
語
と
し
て
の
多
く
の
問
題
点
を
払
拭
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ

た
。
講
釈
の
語
り
の
名
残
で
あ
る
口
頭
言
語
性
を
排
除
し
て
い
く
こ
と
は
、
同
時

に
白
話
文
を
自
立
し
た
書
記
言
語
に
す
る
こ
と
に
直
結
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
を
状
況
に
適
合
し
、
対
人
待
遇
表

現
の
面
で
も
よ
り
合
理
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
修
辞

的
な
工
夫
も
加
え
ら
れ
は
じ
め
る
。
こ
れ
ら
は
、
文
学
的
な
質
の
向
上
に
結
び
つ

く
改
変
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
嘉
靖
本
・
容
與
堂
本
か
ら
金
聖
歎
本
に
至
る
過
程
の
中
に
、
我
々

が
、
嘉
靖
壬
午
序
本
・
周
曰
校
本
系
統
の
版
本
で
出
現
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お

り
、
対
照
的
な
動
き
と
し
て
興
味
深
い＊
13
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
講
談
の
種
本
を

基
本
に
し
て
い
た
乾
燥
し
た
叙
述
に
基
づ
く
『
三
國
志
演
義
』
に
お
い
て
は
、
講

釈
の
口
調
を
摸
倣
す
る
こ
と
に
よ
り
文
章
に
起
伏
を
持
た
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
の
に
対
し
、
元
来
講
釈
師
の
口
調
を
摸
倣
し
た
白
話
に
よ
る
叙
述
を
主
と
し
て

い
た
『
水
滸
傳
』
に
お
い
て
は
、
講
釈
の
再
現
で
は
な
く
、
文
字
で
読
む
も
の
と

し
て
自
立
し
た
文
面
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

こ
の
事
実
は
、『
水
滸
傳
』
版
本
間
に
認
め
ら
れ
る
書
き
換
え
が
、
ど
の
よ
う

な
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
列
挙
し
て
き
た
一
連
の
書
き
換
え
、
即
ち
話
法
の
整
理
・
合
理
化
・
重
複

の
排
除
・
定
型
句
の
排
除
は
、
す
べ
て
藝
能
的
要
素
の
排
除
と
い
う
一
点
に
ま
と

め
ら
れ
る
。

『
水
滸
傳
』
本
文
は
、
藝
能
に
お
け
る
口
頭
表
現
の
再
現
を
目
指
す
と
こ
ろ
か

ら
出
発
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
段
階
で
は
口
頭
語
語
彙
を
用
い
た
言
語
は
口
頭

で
語
ら
れ
る
も
の
し
か
存
在
せ
ず
、
文
字
に
書
か
れ
た
も
の
は
そ
の
筆
録
も
し
く

は
再
現
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
い
う
前
提
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、

法
律
・
行
政
文
書
を
別
に
す
れ
ば
、
口
頭
語
語
彙
を
用
い
て
文
章
を
書
く
と
い
う

習
慣
が
な
か
っ
た
以
上
、
定
ま
っ
た
様
式
と
い
う
も
の
が
な
い
中
で
、
口
頭
語
語

彙
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
描
写
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
口
頭
語
に
よ
る
叙
述

の
忠
実
な
写
し
を
試
み
る
以
外
に
方
途
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
口

頭
語
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
描
写
す
る
も
の
と
い
え
ば
、
講
釈
師
の
語
り
以

外
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。



四
三

『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究

の
日
付
は
孫
檏
が
版
下
を
書
い
た
時
の
も
の
で
、
李
卓
吾
没
後
で
あ
っ
て
も
問

題
な
い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
。
適
切
な
意
見
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
水

滸
傳
諸
本
考
」
で
述
べ
た
意
見
を
修
正
し
、
容
與
堂
本
は
萬
暦
三
十
八
年
頃
の

刊
刻
の
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
校
正
段
階
の
論
文
を

お
示
し
く
だ
さ
っ
た
上
原
氏
に
感
謝
の
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊
５　

  

中
原
理
恵
「『
水
滸
全
書
』
郁
郁
堂
本
に
つ
い
て
」（『
中
国
古
典
小
説
研
究
』
第

20
号
〔
二
〇
一
七
年
三
月
〕）。

＊
６　

  

小
松
謙
『「
現
実
」
の
浮
上
』
第
六
章
「
白
話
文
学
の
確
立
」
一
九
〇
〜
二
〇
〇
頁
、

第
七
章
「「
現
実
」
の
浮
上
」
二
三
〇
〜
二
三
六
頁
。

＊
７　

  

小
松
『「
現
実
」
の
浮
上
』
第
七
章
「「
現
実
」
の
浮
上
」
二
三
六
・
二
三
七
頁
、

第
八
章
「「
近
代
」
へ
」
二
六
六
・
二
六
七
頁
な
ど
。

＊
８　

  

ア
ン
・
バ
ー
ト
ン
『
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
力　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
演
劇
の
理
念
』

（
青
山
誠
子
訳
、
朝
日
出
版
社
一
九
八
一
）
第
2
章
「
過
渡
期
」、
特
に
「
古
典

劇
の
伝
統
の
影
響
」
の
部
分
。

＊
９　

  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
松
『
中
国
古
典
演
劇
研
究
』（
汲
古
書
院
二
〇
〇
一
）

Ⅰ
の
第
二
章
「
元
雑
劇
の
上
演
形
態
―
開
場
の
形
式
を
中
心
に
―
」

九
十
四
・
九
十
五
頁
参
照
。

＊
10　

  

小
松
謙
『「
四
大
奇
書
」
の
研
究
』
第
三
部
第
二
章
「『
水
滸
傳
』
成
立
考
―
語
彙
・

テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
こ
の
章
は
高
野
陽
子
氏
と
の
共
著
）

　
　
　

二
〇
二
〜
二
一
六
頁
。

＊
11　

  

小
松
『「
四
大
奇
書
」
の
研
究
』
第
三
部
第
二
章
「『
水
滸
伝
』
成
立
考
―
語
彙
・

テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
二
〇
八
頁
。

＊
12　

  『「
四
大
奇
書
」
の
研
究
』
第
三
部
第
二
章
「『
水
滸
伝
』
成
立
考
―
語
彙
・
テ

ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
二
一
三
〜
二
一
六
頁
。

＊
13　

  

小
松
『「
四
大
奇
書
」
の
研
究
』
第
二
部
第
三
章
「『
三
國
志
演
義
』
の
成
立
と

展
開
」
一
三
二
・
一
三
三
頁
。

本
論
文
は
平
成
二
十
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）　

課
題
番
号

一
六
Ｋ
〇
二
五
九
二
「『
水
滸
伝
』
本
文
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

は
白
話
文
の
成
立
・
発
展
の
過
程
、
更
に
は
虚
構
の
物
語
を
白
話
で
語
っ
て
い
く

方
法
が
洗
練
さ
れ
て
い
く
過
程
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
中

国
に
お
い
て
不
特
定
多
数
の
読
者
を
対
象
と
す
る
文
学
と
し
て
の
「
小
説
」
が
誕

生
し
、
成
長
す
る
過
程
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

同
時
に
、
こ
こ
か
ら
は
「
中
国
語
」
と
い
う
言
語
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か

を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿「『
水
滸
傳
』

本
文
の
研
究
―
「
表
記
」
に
つ
い
て
―
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
15
号
〔
二
〇
一
七

年
十
一
月
〕）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
注
）

＊
１　

  

小
松
謙
「
金
聖
歎
本
『
水
滸
傳
』
考
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
四
号
（
二
〇
一
六

年
十
一
月
）。

＊
２　

  

小
松
謙
「
水
滸
傳
諸
本
考
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
第
六
十
八

号
〔
二
〇
一
六
年
十
二
月
〕）。

＊
３　

  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、氏
岡
真
士
「
容
与
堂
本
『
水
滸
伝
』
3
種
に
つ
い
て
」（『
中

国
古
典
小
説
研
究
』
第
19
号
〔
二
〇
一
六
年
三
月
〕）
に
詳
し
い
。

＊
４　

  

こ
の
序
に
つ
い
て
、「
水
滸
傳
諸
本
考
」
で
は
「
容
與
堂
本
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト

の
み
李
卓
吾
叙
を
有
し
、
そ
の
末
尾
に
「
温
陵
李
贄
撰
」
と
あ
る
後
に
「
庚
戌

仲
夏
日
乕（
虎
）林
孫
檏
書
於
三
生
石
畔
」と
あ
り
、萬
暦
三
十
八
年（
一
六
一
〇
）

が
容
與
堂
本
の
刊
行
年
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
北
京
本
に
は
こ
の
叙
が
な
い

こ
と
、
李
卓
吾
は
萬
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
に
は
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
て
も
、
こ
の
叙
に
つ
い
て
は
疑
問
が
多
い
」
と
し
た
が
、
そ
の
後
上
原
究
一

氏
が
「
虎
林
容
与
堂
の
小
説
・
戯
曲
刊
本
と
そ
の
覆
刻
本
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ

ア
遊
学　

中
国
古
典
小
説
研
究
の
今
昔
（
仮
題
）』〔
勉
誠
出
版
二
〇
一
七
刊
行

予
定
〕
所
收
）
に
お
い
て
、
中
国
国
家
図
書
館
本
の
挿
絵
に
刻
工
と
し
て
署
名

す
る
黄
應
光
が
萬
暦
二
十
年
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
三
十
八
年
以
前

に
彼
が
刻
工
が
務
め
た
刊
本
が
あ
る
と
は
考
え
が
た
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
叙
」
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（
二
〇
一
七
年
十
月
二
日
受
理
）

（
こ
ま
つ　

け
ん　

文
学
部
日
本
・
中
国
文
学
科
教
授
）


